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凡

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
調
査
機
関
に
依
頼
し
て
、
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
ェ
び
釈
文
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
は
編

集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
ゃ

一
、
原
稿
の
配
列
は
ほ
ば
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

・
幅

・
厚
さ
を
示
す

（単
位

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
三
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
据
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（
六
頁
第

一
図
参
照
）。

例



1980年出上の木簡

「
　
」
　
　
木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
示
す
。

＜
　
　
　
　
木
簡
の
上
端

・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

そ
ミ
　
　
　
抹
消
し
た
宇
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍
に

，
付
し
た
。

■
■
■
　
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

□
□
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

日
日
回
　
　
久
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

同
Ｗ
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

ｘ
　
　
　
′
前
後
に
文
字
の
つ
づ
く
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
に
よ

り
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

異
筆
、
追
筆
。

合
点
。

木
筒
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

校
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、

本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。

文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

同

一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
折
損
等
に
よ
り
直
接
つ
な
が
ら

ず
、
中
間
の
文
字
が
不
明
な
も
の
。

組
版
の
関
係
で
一
行
の
も
の
を
二
行
以
上
に
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
行
末

・
行
初
に
つ
け
た
符
号
。

一
、
地
形
図
は
原
則
と
し
て
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
地
形
図
を
使
用

し
図
名
を

（　
）
内
に
示
し
た
。
地
図
中
の
▼
は
木
簡
の
出
土
地
を
示
す
。

一
、
釈
文
の
最
下
段
に
三
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
簡
の
形
態
を
示
し
、

つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る

（
六
頁
第
二
図
参
照
）
。

ｏ
Ｈ
型
式
　
短
冊
型
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
こ
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

駕
ド型
式
　
小
形
短
形
の
も
の
。

ｏ
館
型
式
　
小
形
短
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

ｏ
営
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

頭

・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
駕
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

ｏ
出
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
盟
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折

損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ヤ ヵ
マ キビ



ｏ
ａ
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

ｏ
置
型
式
　
削
暦
。

広
島

・
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
木
簡
の
型
式
番
号
は
、
本
誌
所
収
志
田
原
論

文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

型式

行位
夜下
使財
傷椋
注人
状安
故万
移呂

「泉
進
上
材
十
二
僻
一
漸
人一
鰈
×

「
＜
武
蔵
図
男
察
郡
餘
戸
里
大
贄
政

一
斗
天
平
十
八
年
十

一
月
」

「　
　
番
長
二
人

請
飯
蔵
部

一
人

史
生

一
人

舎
人
十
七
人

右
依
例
所
請
如
作

第 1図 木簡釈文の表現法
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第 2図 木簡の形態分類
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1980年出上の木簡

奈
良
・
平
城
宮

。
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
北
新
町

・
横
領
町

・
法
華
寺
町
、
大
和

郡
山
市
九
条
町

・
観
音
寺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
平
城
官
南
面
東
門
地
区
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
三
月
ぞ

七
月
、
右
京
三
条

一
坊
三
条
大
路
　
一
九
八
〇
年
四
月
、

法
奉
寺
西
南
部
　
一
九
八
〇
年
四
月
を
二
月
、
平
城
京
西

市
跡

（第
一
次
）
一
九
八
〇
年

一
一
月
を

一
二
月
、
左
京

二
条
二
坊
坊
間
大
路
　
一
九
八
〇
年

一
二
月
、
九
条
大
路

一
九
八
〇
年

一
一
月
を

一
九
八

一
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
英
男

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衡
跡
、
都
城
跡
、
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八
〇
年
度
に
お
い
て
は
、
平
城
官
跡
の
二
調
査
区
、
京
跡
の
六
調
査
地

か
ら
木
簡
が
出
上
し
た
。
本
稿
で
は
現
在
整
理
中

の
官
内

一
個
所

（東
院
西
辺

地
区

〔第
一
二
八
次
じ

と
奈
良
市
の
調
査
に
よ
る
京
内

一
佃
所

（本
誌
一
四
頁
参

照
）
の
二
個
所
を
除
い
た
遺
跡
を
と
り
あ
げ
る
。

一　
平
城
官
南
面
東
門

（壬
生
門
）
（第
〓
〓
一次
）

平
城
官
第

一
三
二
次
調
査
は
、
平
城
官
の
南
面
東
門

（壬
生
門
）
跡
を
対
象

と
し
、
門
の
基
壇

。
南
面
大
垣
お
よ
び
二
条
大
路
な
ど
を

一
体
と
し
て
明
ら
か

に
し
た
。

検
出
し
た
お
も
な
遺
構
は
官
外
郭
の
門
基
壇
、
そ
れ
に
つ
ら
な
る
南
面
大

垣
、
二
条
大
路
と
そ
の
南
北
両
側
濤
、
宮
内
の
東
西
道
路
等
で
あ
る
。
南
面
東

門
は
推
定
第
二
次
朝
堂
院
地
区
の
正
南
に
位
置
す
る
門
で
あ
る
が
、
門
基
壇
Ｓ

Ｂ
九
五
〇
〇
の
掘
込
み
地
業
の
規
模

（東
西
二
八
・
九
ｍ
、
南
北
一
四
じ

か
ら
、

ほ
ぼ
平
城
宮
西
面
中
門

（佐
伯
門
）
と
同
規
模
で
あ
り
、
朱
雀
門
に
準
ず
る
よ

う
な
大
き
な
構
造
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

木
簡
は
計

一
四
六
点
の
す
べ
て
が
二
条
大
路
北
側
濤
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
か
ら
出

土
し
て
い
る
。
二
条
大
路
北
側
濤
は
他
の
遺
構
と
と
も
に
三
時
期
に
大
別
で
き

る
。
Ａ
期
に
は
幅
四

・
二
ｍ
、
深
さ
○

・
九
ｍ
の
素
掘
り
の
東
西
濤
で
あ
り
、

一
部
に
護
岸
の
た
め
の
枕
が
残
っ
て
い
た
。
Ｂ
期
に
は
門
基
壇
Ｓ
Ｂ
九
五
〇
〇

の
掘
込
み
地
業
が
行
な
わ
れ
る
の
に
と
も
な
い
、
門
正
面
の
三
二
ｍ
幅
の
部
分

に
の
み
、
人
頭
大
の
石
を
五
段
積
み
あ
げ
た
護
岸
を
両
岸
に
施
し
て
い
る
。
そ

し
て
Ｃ
期
に
な
る
と
、
こ
の
護
岸
部
分
は
堆
積
土
を
残
し
た
ま
ま
完
全
に
埋
め

た
て
ら
れ
、
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
は
関
の
東

。
西
端
で
止
ま
る
浅
い
素
掘
り
の
二
つ

の
濤
Ｓ
Ｄ
九
四
五
〇

。
九
四
五
二
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
木
簡
は

こ
の
う
ち
Ｂ
期
ま
で
の
堆
積
土
中
か
ら
出
土
し
、
そ
の
上
層

（暗
灰
粘
土
）
か

ら
五
六
点
、
下
層

（暗
灰
砂
）
か
ら
八
〇
点
の
出
土
を
確
認
し
て
い
る
。　
な
お

紀
年
木
簡
そ
の
他
の
遺
物
か
ら
、
Ａ
期
は
和
銅
の
造
営
時
、
Ｂ
期
は
聖
武
天
皇



第 1図 平城宮木簡出土地′点図
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1980年出上の木簡

即
住
を
め
ざ
し
た
養
老
五
年

（七
二
３

頃
か
ら
の
造
営
、
Ｃ
期
は
天
平
宝
字

の
改
作
時
の
造
営
以
降
と
い
う
年
代
比
定
を
考
え
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
か
ら
木
簡
に
伴
出
し
た
遺
物
で
特
徴
的
な
の
は
木
製
の
人
形

と
墨
書
土
器
で
あ
る
。
人
形
は
門
の
前
面
を
中
心
に
二
〇
七
点
に
の
ぼ
る
大
量

の
出
上
を
み
、　
大
き
さ

。
様
式
に
も
多
種
類
の
も
の
が
み
ら
れ
た
。
『
法
曹
類

林
』
に
引
く
式
部
文
に
六
月

・
十
二
月
晦
日
の
大
祓
は

「於
二大
伴
壬
生
二
門

間
大
路
（
各
有
二常
儀
と

と
あ
る
の
で
、
大
祓
の
儀
式
と
今
回
出
上
の
人
形
が

結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
墨
書
土
器
に
は

「兵
部
」
「
兵
部
厨
」
「
兵

厨
」
「
民
厨
」
ヨ
一番
」
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。

「
造
兵
司
移
」
（口
）
や
考
課
関

係

（０
）
の
木
簡
と
あ
わ
せ
、　
さ
ら
に
平
安
宮
城
図
の
古
図
で
兵
部
省

・
式
部

省

・
民
部
厨
が
宮
内
南
辺
に
位
置
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
城
官

に
お
い
て

も
、
南
面
東
門
付
近
に
兵
部
省

。
兵
部
厨

・
式
部
省

・
民
部
厨
等
の
官
司
の
配

置
を
推
測
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
一　
右
京
三
条

一
坊
三
条
大
路

（第
〓
〓
一十
二
次
）

調
査
地
は
平
城
京
右
京
三
条

一
坊
十
二

・
十
三
坪
の
南
端
に
あ
た
る
。
調
査

に
よ
り
、
三
条
大
路
と
そ
の
北
側
濤
を
検
出
し
た
。
三
条
大
路
北
側
濤
は
四
度

に
及
が
改
修
の
跡
が
み
と
め
ら
れ
、
出
土
土
器
か
ら
土
器
編
年
の
平
城
宮
Ⅶ
期

（平
安
時
代
初
頭
）
以
降
に
廃
絶
し
た
こ
と
を
知
り
え
た
。　
木
簡
は
こ
の
三
条
大

路
北
側
濤
中
か
ら

一
点
出
土
し
た
が
、
墨
痕
の
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

〓
一　
法
華
寺
西
南
部

（第
〓
〓
一―
四
次
）

調
査
地
は
法
華
寺
旧
境
内
の
西
南
部
分
に
あ
り
、
阿
弥
陀
浄
土
院
跡
の
北
西

端
に
あ
た
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
掘
立
柱
塀
二
条
、
濤
、
園
池
等
で
あ
る
。
掘
立
柱
塀
は
東

西
に
走
る

一
条
が
後
に
や
や
北
の
位
置
に
つ
く
り
か
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
東

西
塀
の
南
側
す
ぐ
に
は
幅
二

・
七
ｍ
、
深
さ
○

・
五
ｍ
の
素
掘
り
の
東
西
濤
が

あ
り
、　
一
方
北
側
に
は
五
ｍ
を
お
い
て
南
岸
を
み
せ
る
園
池
を
検
出
し
た
。
こ

の
池
の
全
容
は
調
査
区
が
狭
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
東
西
塀
や
東
西
濤
は
阿
弥

陀
浄
土
院
の
北
を
画
す
る
施
設
と
考
え
ら
れ
、
東
西
濤
の
南
は
ち
ょ
う
ど
坪
境

小
路
の
位
置
に
相
当
し
て
い
る
。

本
簡
は
右
の
東
西
濤
か
ら
木
製
品

・
土
器

・
軒
瓦
と
と
も
に
計
四
四
点
が
出

土
し
、
ま
た
園
池
の
埋
土
か
ら
も

一
点
が
出
土
し
た
。
出
土
し
た
土
器
類
は

濤

・
池
両
遺
構
と
も
に
奈
良
時
代
後
半
の
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

四
　
平
叛
京
西
市
跡

（第
一
次
）

本
調
査
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
に
と
も
な
う
事
前
調
査
で
あ
り
、
調
査
地

は
右
京
ス
条
二
坊
五
・
六
・
十
一
・
十
二
坪
に
比
定
さ
れ
る
平
城
京
西
市
の
西

南
の
坪
十
二
坪
に
あ
た
る
。
第
一
次
の
調
査
で
は
同
坪
内
の
五
ケ
所
に
発
掘
区

を
設
定
し
た
。

検
出
し
た
お
も
な
遺
構
は
西
市
の
南
を
限
る
八
条
大
路
の
北
側
濤
、
西
市
内

の
十
二
坪
を
南
北
に
二
等
分
す
る
掘
立
柱
東
西
塀
、
小
規
模
な
掘
立
柱
建
物
三

棟
な
ど
で
あ
る
。
木
簡
は
削
盾
三
点
を
含
む
計
五
点
が
、
幅
四
ｍ
、
深
さ
○

」

五
ｍ
の
八
条
大
路
北
側
濤
（上
層
）
か
ら
出
土
し
た
が
、
い
ず
れ
も
判
読
困
難

な
墨
痕
を
と
ど
め
る
の
み
で
あ
っ
た
。
同
じ
濤
か
ら
は
鋼
製
帯
金
具

・
和
同
開



弥

一
・
神
功
開
宝
二

・
釦
製
鋲
等
が
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
第
二
次

・
第
三

次
の
調
査
で
は
木
簡
の
出
土
を
み
な
か
っ
た
。

五
　
左
京
二
条
二
坊
坊
間
大
路

（第
〓
〓
一十
一一六
次
）

調
査
地
は
左
京
二
条
二
坊
五
坪
の
東
北
隅
に
あ
り
、
第
四
四

・
六
八
次
調
査

で
確
認
さ
れ
て
い
る
東
二
坊
坊
間
大
路
西
側
濤
の
南
延
長
線
上
に
あ
た
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
東
二
坊
坊
間
大
路
と
そ
の
西
側
濤
Ｓ
Ｄ
五
八
七
〇
、
同
側

濤
廃
絶
後
の
濤
、
柱
穴
、
土
媛
等
で
あ
る
。

木
筒
は
総
計

一
八
点
が
東
二
坊
坊
間
大
路
西
側
濤
Ｓ
Ｄ
五
八
七
〇
の
下
層
か

ら
出
上
し
た
。
北
か
ら
南
へ
流
れ
る
Ｓ
Ｄ
五
八
七
〇
は
幅
二

・
五
ｍ
、
深
さ

一

ｍ
弱
で
、
西
岸
に
は
肩
に
段
が
つ
け
ら
れ
、　
一
部
護
岸
用
の
し
が
ら
み
を
設
け

て
い
た
。
同
濤
出
上
の
遺
物
に
は
、
木
筒
の
他
、
櫛

。
人
形

・
曲
物

・
独
楽
型
木

製
品
等
の
木
製
品
、
和
同
開
弥
二
点

・
帯
金
具

・
飾
金
呉
や
、
奈
良
時
代
中
期

か
ら
後
期
に
か
け
て
の
上
師
器

・
須
恵
器

・
転
用
硯
、
そ
し
て
緑
釉
平
瓦
を
含

む
瓦
、　
一
〇
点
を
越
え
る
導
な
ど
が
あ
っ
た
。
「
和
」
「
下
」
等
の
墨
書
土
器
や

「
老
」
の
刻
印
を
も
つ
文
字
瓦
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
濤

の
下
層

か
ら
出
上
し
た
土
器
は
、
土
器
編
年
の
平
城
宮
Ⅲ
期

（八
世
紀
中
葉
）
の
も

の

が
中
心
で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｄ
五
八
七
〇
の
豊
富
な
遺
物
か
ら
す
る
と
、
濤
の
西
側

に
は
重
要
な
遺
構
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
。

一ハ
　
九
条
大
路

（第
〓
一五
次
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

本
調
査
は
平
城
京
の
九
条
大
路
を
踏
襲
す
る
位
置
に
計
画
さ
れ
た
県
道
城
廻

り
線
の
工
票
に
耐
連
し
た
事
前
調
査
で
あ
る
。
東
西
に
挺
長
な
用
触
０
中
で
、

九
条
大
路
沿
い
の
右
京
九
条

一
坊
四

）
五

・
十
二
坪
の
南
端
部
に
四
ケ
所
の
発

掘
区
を
設
定
し
、
条
坊
遺
構
の
検
出
を
め
ざ
し
た
。

検
出
し
た
お
も
な
遺
構
は
、
九
条
大
路
、
同
北
側
濤
、
そ
れ
に
接
続
す
る
西

一
坊
坊
間
大
路
、
同
西
側
濤
、
右
京
九
条

一
坊
四

・
五
坪
坪
境
小
路
、
同
側

濤
、
右
京
九
条

一
坊
の
南
辺
築
地
の
雨
落
濤
等
で
あ
る
。

木
簡
は
そ
の
う
ち
九
条
大
路
北
側
濤
か
ら
七
点
、
同
側
濤
と
右
京
九
条

一
坊

五
坪
東
南
端
の
南
辺
築
地
南
雨
落
濤
と
の
間
で
検
出
し
た
井
戸
か
ら

一
点
の
合

計
八
点
が
出
上
し
た
。

九
条
大
路
北
側
濤
は
、
幅
二

・
五
ｍ
、
深
さ
○

・
八
ｍ
以
上
で
北
岸
を
し
が

ら
み
で
護
岸
し
た
Ａ
期
、
侵
蝕
に
よ
り
濤
幅
が
広
が
り
応
急
措
置
を
施
し
た
Ｂ

期
、
Ｂ
期
に
下
層

（灰
色
粘
土
）
が
堆
積
し
た
後
濤
の
幅
を
狭
め
て
上
層

（青
灰

色
砂
）
が
准
積
し
た
Ｃ
期
、
の
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
出
土
土
器
の

型
式
か
ら
、
右
の
三
期
は
各
々
平
城
京
造
営
時
、
奈
良
時
代
中
期
、
同
後
期
を

平
安
時
代
初
頭
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
濤
か
ら
の
木
簡
出
土
地

点
は
、
右
京
九
条

一
坊
四

・
五
坪
坪
境
付
近
の
下
層

（五
点
）
と
、　
五
坪
西
南

隅

０
一点
）
の
ニ
ケ
所
で
あ
る
。
ま
た
井
戸
出
上
の
木
簡
に
は
奈
良
時
代
初
期
の

上
器
が
共
伴
し
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

一　
平
城
宮
南
面
東
門

（壬
生
門
）

二
条
大
路
北
側
溝

田

名
大
膳
職
官
人
縣
加
利
隷
袖
圧
櫂
」



1980年出上の木簡

〔石
力
〕

。
「
　

　

　

六
月
四
日
□
□

□
　
」
　

　

　

　

　

　

　

］⇔∞
ｘ
占
×
∞

自
ド

〔治
己

閉
Ｌ

，
内
侍
高
田
丹
比
門
出
八
日
多
□
ｘ

Ｌ
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
ｘ
　

（霞
∀
Ｑ
×
∞
露

口

ｘ
□
奴
大田
館
が
弟
絹
伴
浪
人
集
令
住
事
問
給
申
久
□
ｘ

（〕］∞）
×
ゃ中
×
∞
　
黛
滓

〔籍
己

い

ｘ
伴
門
□
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
夭
も
溢

昌

□
一
「造
兵
司
移
衛
門
府
販
赫
絣
鉢
隣
理
己
詑
宜
　
　

」

名
承
状
知
以
今
日
令
運
”
具
状
以
移

天
平
三
年
十
二
月
十
日
従
七
位
上
行
大
令
史
葛
井
連
『
□
足

』
」

］∞∞
×
＄
×
や
　
ｏドμ

⑥

「右
五
人
進
三
階
正
八
位
下
　
　
　
　
　
　
　
（億
）巡
鷲
ω
昌

附
。
「
亀
四
年
四
月

。
「　　　　　　　　器営（［日〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Φ卜）〉〈（ド〇）〉（卜　
〇∞＝

団
。
「　
　
天
平
四
年

ｏ
「　
　
四
年
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
（患
）×
ミ
溢

目

９
Ｌ
天
平
六
年

Ｌ
□
□
坊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
と
ぃ益

ｏ留

〔野

嫁
と

ω
や
×
□
□
□
従
七
位
下
大
伴
□
ｘ

〔七
ヵ
〕

。
×
□
位
下
石
川
東
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（轟
Ｗ
ｅ
為

８
岸

側

「＜
但
馬
國
養
父
郡
賀
母
郷
白
米
五
斗
」
　
　
　
蚕
溢
冤
∞
露

似

「倫
前
國
上
道
郡
安
度
郷
立
原
里
瞭
得三
鴫
或
一
斗
斉
六
斗
」

�
∞
ヽ
×
］
や
×
ヽ
　
ｏ
リ
ド

〔色
己

閉

「＜
伊
豆
国
加
茂
郡
□
日
郷
矢
田
マ
多
米
志
調
□
ｘ

含
３
）
×
悽
×
い　
ｏ＄

回

「＜
益
珠
郡
馬
道
郷
石
邊
玉
足
　
　
　
　
　
　
（廷
∀
μガ
∞
露

田

「棘
割
絶
六
斤
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
ドΦ卜×
Ю冤
∞
目

②
に
み
え
る
丹
比
門
は
出
土
地
の
南
面
東
門

（壬
生
門
）
と
は
逆

の
北
面
東

門
に
あ
た
る
。
③
に
つ
い
て
は
最
初
の
回
の
残
画
が

「
工
」
に
似
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
神
野
清

一
氏
は
謙
語
と
し
て
の

「
主
奴
」
説
を
出
さ
れ
て
い
る
。
③

ぃ

④
は
各
々
南
面
東
門
付
近
に
兵
部
省

・
式
部
省
の
存
在
を
推
定
す
る

一
つ
の
根

拠
と
な
る
も
の
で
ぁ
る
。
④
の
貢
進
荷
札
の
郷
名
は
今
日
の
石
廊
に
あ
た
る
可

能
性
が
あ
り
、
平
城
官
木
筒
四
三
八
号

金
平
城
宮
木
簡
ご
）
の

「
□
日
郷
」
も



同
じ
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

〓
一　
法
華
寺
西
南
部

東
西
薄

硼

「拓
首
乙
山
謹
解
申
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
（ご
Ｘ
ｅ
）溢

一鎌

閉
・
ｘ
□
□
十
二
箇
月
利
本
国
式
拾
□
□
□
ｘ

・　　　　　　［日串日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∞〇卜）〉〈（μ『）〉（『　
〇∞μ

（
ド
ド
、
）
×
（
］
μ
）
×
］
　
ｏ
∞
ド

東
三
坊
坊
間
大
路
西
側
溝

硼
名
伊
勢
國
安
濃
郡
長
屋
郷
甲
可
石
前
調
錢
童
貫
」

。
「　
　
　
　
神
象
四
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
」ドト∞

×
（牌∞）
×
∞

〔昨
夜
力
〕

閉
・
ｘ
□
□
□
□
□
今
朝
□
×

〔誰
力
〕

・
ｘ
□
萬
里
□
為
□
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（感
×
〕聟
∞

(3)

買置
田倭
ロ

菌春
米

・ｘ　
　
　
　
　
　
　
□
剛
　□
　□
　
ｘ（Ｐミ
い）
×
（ＰΦ
）
×
〕

ｏ
∞
μ

口
Ｌ
兵
衛
拓
弟
山
乙
乙
乙
乙
」

。
「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［山］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド］∞〉〈（μΦ）〉〈∞
　
〇∞ド

①
Ｏ
の
兵
衛
拓
乙
山
は
同

一
人
物
で
あ
ろ
う
。
②
は
出
挙

・
借
銭
関
係
か
。

④
は
法
華
寺
な
い
し
阿
弥
陀
浄
土
院
の
尼
房
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

五
　
左
京
二
条
二
坊
坊．
間
大
路

Ｏ
μ
ド

①
は
調
銭
荷
札
木
簡

（計
四
例
）
の
最
古
の
例
と
な
る
も
の
で
、
上
端
に
小

孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
「
国
十
郡
＋
郷
十
人
名
＋
調
銭

一
貫
」
の
書
式
は
、
調

銭
が
郡
単
位
に
ま
と
め
て
貢
納
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た

（『平
城
宮
木
簡
二

解
説
』
八
九
頁
）
こ
と
と
の
関
連
で
問
題
と
な
ろ
う
。
②
は

一
九
八

一
年
度
の
平

城
宮
第

一
二
九
次
調
査
で
出
上
し
た
木
筒
の
う
ち
の
五
言
絶
旬
か
と
思
わ
れ
る

「
昨
夜
□
口
急
今
回
回
　
飛
故
京
千
万
里
誰
為
送
□
□
」
Ｇ
平
城
宮
跡
第
〓
一九
次

発
掘
調
査
現
地
説
切
会
資
料
し

に
き
わ
め
て
似
て
い
る
。

一ハ
　
九
条
大
路

九
条
大
路
北
側
薄

・
×
□
□
道
在
道
行
ｘ

□

・ｘ為〔酎
匹
□
ｘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（屋
Ｘ
∞∞溢
⇔餡

９
　
関
係
文
献



1980年出上の木簡

同 鱚
研国
究立
所文

同奈
良
県
文
化
財
保

存
対
策
連
絡
会
他

岡

田

英

男

上
原
真
人

山
岸
常
人

神
野
清

一

『
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
筒
概
報
』
十
四
　

一
九
八

一
年

『
昭
和
５５
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
槻
報
』

一
九
八

一
年

『
平
城
京
九
条
大
路
―
―
県
道
城
廻
り
線
予
定

地
発
掘
調
査
概
報
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』

『
平
城
京
西
市
跡
を
保
存
す
る
た
め
に
』

「
昭
和
五
十
五
年
度
平
城
宮
跡
の
発
掘
調
査
」

Ｇ
奈
良
県
観
光
』
二
九
六
号
）
　

一
九
八

一
年

「
平
城
宮
の
発
掘
調
査
」
（同
右
）
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

「
平
城
京
の
調
査
」
（同
右
）
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

「
平
城
官
木
簡
に
み
え
る
国
奴
大
魚
に
つ
い
て
」

Ｇ
続
日
本
紀
研
究
』
二
一
五
号
）
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

（佐
藤
　
信
）

一
九
八

一
年

一
九
八

一
年

平城宮第 122次調査出土墨書土器 (1.兵部 2.兵部厨
3.兵厨 4.民厨 5.兵厨 6.兵□ 7。 兵□ 8.三番)



奈
良
。
平
城
京
左
京

（企
δ

五
条
五
坊
七
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
西
木
辻
町
四
七
番
地

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
九
月
九
日
ｔ
十
二
月
十
六
日

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
井
　
公

。
西
崎
卓
哉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
辻退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
地
は
、
平
城
京
の
条
坊
で
は
、　
左
京

（外
一δ

五
条
五
坊
の
七
坪
と

十
坪
と
に
ま
た
が
る
地
域
に
相
当
す
る
。
ビ
ル
建
設
に
伴
な
う
事
前

の
調
査

で
、
発
掘
面
積
約
二
四
五
〇

ｍ
に
及
ぶ
が
、
外
京
域
に
お
い
て
は
、
従
来
、
寺

院
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
調
査
の
例
が
な
く
、
本
調
査
が
、
は
じ
め
て
の
本
格

的
な
発
掘
調
査
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

調
査
の
結
果
、
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
七

・
十
坪
間
を
画
す
る
坊
間
路
と

七
坪
宅
地
内
の
掘
立
柱
建
物

一
三
棟

・
井
戸
六
基
な
ど
で
あ
る
。
坊
間
路
は
、

素
据
り
の
東
西
両
側
濤
を
有
し
、
そ
の
心
々
間
距
離
は
、
八
ｍ
強
を
測
る
。
こ

の
幅
は
、
一二
丈

全
二
〇
尺
）
の
計
画
尺
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
三
丈
の
幅
員

で
計
画
さ
れ
た
坊

・
条
間
路
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。　
一
方
、
七
坪

内
の
遺
構
群
は
、
柱
穴
の
重
複
関
係
や
建
物
間
隔
か
ら
み
て
、
四
時
期
に
わ
た

る
変
遷
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
坪
内
部
を

地
割
り
す
る
明
確
な
施
設
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
二
間
ｘ
三
間
程
度
の
小
規

模
な
建
物
が
雑
然
と
配
さ
れ
た
状
況
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
坪
内
の
宅
地
の

様
相
は
、
従
来
、
宮
域
に
近
い
範
囲
で
確
認
さ
れ
た
幾
多
の
整
然
と
し
た
大
規

模
邸
宅
の
様
相
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
京
域
解
明
に
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
点
は
甚
だ
多
い
が
、
本
調
査
地
に
、
あ
る
い
は
庶
民
階
層
の
生

活
空
間
の
よ
う
な
性
格
を
想
定
し
て
置
く
こ
と
も
無
駄
で
は
な
か
ろ
う
。

さ
て
、
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
発
掘
区
南
端
で
検
出
し
た
奈
良
時
代
後
期

の
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
五
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
井
戸
は
、　
一
辺
約
二
ｍ
の
方
形
掘
形
を

も
ち
、
針
葉
樹
の
株
木
を
縦
に
三
分
割
し
、
そ
の
内
部
を
到
貫
い
て
再
度
組
合

了喬二懸11^S:°。
1:ゴ :許呼
亀二る
°・瞥ゴⅢ税騨

平城京左京
擾笛磐経轟書麗

坊七・十坪



1980年出上の木簡

わ
せ
た
も
の
を
井
戸
枠
に
据
え
て
い
る
。
枠
材
の
組
合
わ
せ
は
、
外
月
に
巻
い

た
縄
も
し
く
は
蔓
と
の
隙
間
に
、
三
箇
所
の
楔
を
使
用
し
て
仕
口
を
締
結
し
た

だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
枠
各
部
の
寸
法
は
、
上
部
内
法
径
八
二
ｃｍ
・
底

部
同
径
六
八
ｃｍ
で
、
長
さ

一
六
九
ｃｍ
が
残
存
、
厚
さ
五
を

一
二
ｃｍ
を
測
る
。
到

貫
き
材
を
井
戸
枠
に
使
用
し
た
例
と
し
て
は
、
宮

・
京
域
内
を
通
じ
、
宮
第
二

次
内
裏
東
側
築
地
回
廊
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
七
九
〇
〇
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
本
例

は
、
新
し
い
資
料
を
加
え
た
こ
と
に
な
る
。

木
簡
は
、
井
戸
粋
内
の
底
部
近
く
か
ら
、

「
平
城
官
Ｖ
」

相
当
の
上
器
類
と

伴
出
し
、
他
に
は
、
削
り
か
け

・
箸

・
曲
物
な
ど
の
木
製
品
、
土
馬
、
鉄
斧
の

出
土
が
あ

っ
た
。　
な
お
、
土
器
類
の
中
に
は
、

「
人
」
。
「
用
」
と
墨
書
さ
れ
た

も
の
二
点
が
含
ま
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔下
倉
己

硼

「
山
□
□
人
豆
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（選
Ｘ
∞露
ミ
冨

□

「□
□
道
道
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
入
し
溢

ｏ３

①
は
、
人
形
の
胴
部
に
墨
書
さ
れ
た
人
宅
で
、
こ
の
人
形
に
は
、
他
に
眉

毛

・
鼻

・
口
。
髭
の
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
人
形
に
記
さ
れ
た
人
名
で
判
読
が

可
能
な
例
は
、
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
②
は
、
習
書
の
一
部
と
考
え
ら
れ

る
が
、
先
端
が
切
先
状
に
加
工
さ
れ
た
檜
の
糸
柾
の
薄
板
が
使
用
さ
れ
て
お

り
、
檜
扇
の
骨
の
末
の
部
分
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
る
。
　
　
　
（中
井

公
）

井戸 SE05使用の井戸枠 井戸SE05出土木簡 (人形・檜扇?)



奈
良
・藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

・
飛
騨
町

２
　
調
査
期
間
　
　
東
面
大
垣
地
区
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
四
月
を

一
九
八

一
年
三
月
、
南
面
大
垣
地
区
　
一
九
八
〇
年
八
月
を

一
〇

月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
据
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
狩
野
　
久

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衡
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
を
八
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
東
面
大
垣
地
区

（第
二
九
次
）

一
九
八
〇
年
度
は
東
面
大
垣
地
区
に
お
い
て
、
東
西
に
相
接
し
て
第
二
九

・

三
〇

・
三
三
次
の
三
回
の
調
査
を
行

っ
た
が
、
木
筒
の
出
上
を
見
た
の
は
第
二

九
次
調
査
に
お
い
て
で
あ
る
。
第
二
九
次
調
査
地
は
、
官
東
北
隅
か
ら
南
へ
約

二
六
〇
ｍ
の
地
点
で
、
宮
の
東
面
大
垣

・
内
濠

・
外
濠
を
合
み
、
本
誌
創
刊
号

で
報
告
し
た
第
二
四
次
調
査
地
に
南
接
し
て
い
る
。
前
号
で
報
告
し
た
第
二
七

次
調
査
地
は
、
第
二
四
次
の
北
に
接
し
て
い
る
の
で
、
三
年
間
で
南
北
に
連
続

し
て
合
計
約

一
二
五
ｍ
に
わ
た
り
東
面
大
垣
部
を
調
査
し
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
九
次
調
査
で
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
第
二
四

。
二
七
次
と
同
様
に
、

宮
東
面
大
垣
Ｓ
Ａ

一
七
五
、
大
垣
の
一
二
ｍ
西
に
あ
る
内
濠
Ｓ
Ｄ
二
三
〇
〇
、

大
垣
の
二
〇
ｍ
東
に
あ
る
外
濠
Ｓ
Ｄ

一
七
〇
等
が
あ
り
、
内

・
外
濠
は
北
流
す

る
。
こ
の
他
の
藤
原
官
時
代
の
遺
構
に
は
、
大
垣
と
外
濠
の
中
間
に
、
宮
の
四

面
を
と
り
ま
く
細
濤
Ｓ
Ｄ
二
二
九
五
、
内
濠
東
岸
の
土
媛
Ｓ
Ｋ
二
八
〇

一
、
内

濠
西
岸
に
接
す
る
大
土
竣
Ｓ
Ｋ
二
八
〇
二
等
が
あ
る
。
建
物
遺
構
は
主
と
し
て

外
濠
東
岸
に
集
中
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
藤
原
宮
以
前
か
時
期
不
明
の
も
の

で
あ
り
、
藤
原
宮
期
に
は
大
垣
の
東
西
は
広
い
空
閑
地
と
な
っ
て
い
た
。
以
上

の
他
に
、
古
墳
時
代
の
濤

・
土
損
等
が
散
在
し
て
い
る
。
な
お
第
二
九
次
に
西

接
す
る
第
三
〇
次
調
査
で
は
、
大
垣
の
約
六
〇
ｍ
西
で
、
南
北
二
間
、
東
西

一

二
間
の
長
大
な
東
西
棟
建
物
を
検
出
し
て
お
り
、
隣
接
す
る
柱
穴
か
ら
す
る

と
、
さ
ら
に
西
側
に
同
規
模
の
建
物
が
並
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
付

近
か
ら
西
が
官
東
辺
部
の
官
衝
地
域
と
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
第
二

九
次
に
東
接
す
る
第
三
二
次
調
査
で
は
、
外
濠
の
約
四
四
血
東
で
幅
三
ｍ
の
南

北
濤
を
検
出
し
た
が
、
こ
れ
は
東
二
坊
大
路
西
側
濤
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
遺
構
の
う
ち
、
本
衝
は
外
濠

。
内
濠

・
土
娯
Ｓ
Ｋ
二
八
〇

一
か
ら
総

計

一
五
五

一
点
出
土
し
た
が
、
大
部
分
は
外
濠
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

内
濠
は
幅
二

・
五
ｔ
三
ｍ
、
深
さ
約
○

・
七
ｍ
の
素
掘
り
濤
で
、
三
六
ｍ
分

を
検
出
し
た
。
濤
南
半
部
は
西
岸
の
一
部
が
崩
落
し
、
幅
が
広
が

っ
て
お
り
、

こ
の
部
分
か
ら
大
半
の
木
筒
が
出
土
し
た
。
堆
積
土
は
三
層
に
大
別
さ
れ
、
木

筒
は
第
二

・
三
層
か
ら
瓦

・
土
器

。
木
製
品
と
共
に
六
九
点
出
土
し
た
。
第

一

層
は
濠
廃
絶
時
に
埋
め
立
て
た
土
層
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡

の
層
別
の
内
訳



は
、
第
二
層
三
九
点
で
、
郡
表
記
の
貢
進
物
荷
札
三
点
、
千
支
表
記
か
と
み
ら

れ
る
断
片

一
点
が
あ
り
、
第
三
層
は
三
点
で
、
評
表
記
の
荷
札
が

一
点
あ
る
。

外
濠
は
幅
五

・
五
ぞ
六
ｍ
、
深
さ
約

一
。
三
ｍ
の
素
掘
り
濤
で
、
四
七
ｍ
分

を
検
出
し
た
。
堆
積
は
四
層
に
大
別
さ
れ
、
木
筒
は
第
三
層
か
ら
瓦

・
土
器

・

木
製
品
と
共
に

一
四
三
九
点
出
土
し
た
。
第

一
・
二
層
に
遺
物
は
少
く
、
第
四

層
は
無
遺
物
で
あ

っ
た
。
第

一
層
は
内
濠
と
同
じ
く
濠
埋
め
立
て
の
際
の
上
層

で
あ
る
。
木
簡
は
濠
の
全
面
か
ら
出
土
し
た
が
、
南
端
か
ら

一
〇
ｍ
程
の
間
が

多
く
、
五
〇
〇
点
を
越
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
の
出
土
状
況
は
流
さ
れ
た

状
態
を
塁
し
て
い
た
の
で
、
投
棗
さ
れ
た
地
点
か
ら
、
ど
の
程
度
の
距
離
か
不

明
だ
が
流
下
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
宮
内
か
ら
東
外
濠
へ
流
入
す
る
濤
等

は
三
回
の
調
査
で
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
木
筒
以
外
で
は
仏
像
墨
画
木
片
や
、

削
り
掛
け

。
人
形

・
馬
形
等
の
祭
祀
具
が
出
土
し
て
い
る
。

上
竣
Ｓ
Ｋ
二
八
〇

一
は
、
東
西
三

・
六
ｍ
、
南
北

一
。
一
ｍ
の
不
整
形
を
塁

し
、
深
さ
○

・
六
ｍ
で
あ
る
。
埋
土
は
三
層
あ
り
、　
一
二

一層

か
ら
土
器

・

瓦

・
木
片
と
共
に
木
筒
四
四
点
が
出
土
し
た
が
、
大
部
分
が
削
暦

・
断
片
で
、

遺
存
状
態
が
悪
く
、
内
容
的
に
顕
著
な
も
の
は
な
か
っ
た
。

一
一　
南
面
大
垣
地
区

（第
二
九
十
六
次
）

調
査
地
は
南
面
西
門
推
定
地
の
西
約
六
〇
ｍ
の
地
点
で
、
建
設
工
事
用
仮
進

入
路
工
事
の
事
前
調
査
と
し
て
、
南
北
四
八
ｍ
、
東
西
六
ｍ
の
範
囲
で
行
っ
た
。

遺
構
は
北
か
ら
、
内
濠
Ｓ
Ｄ
五
〇
二

・
大
垣
Ｓ
Ａ
二
九
〇
〇

・
外
濠
Ｓ
Ｄ
五
〇

一
を
検
出
し
、
木
筒
は
外
濠
か
ら
六
点
出
土
し
た
。
外
濠
は
南
面
大
垣
の
約
二

1980年出上の木簡

(5) (3)    (2)(4)
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(1)タト ー  土 出 第 m
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「真
吉
列
　
神
人
　
国
益
」

「□一疏
解
闘
剛
匪
胞
呂，
」

ｘ
具
志
　
主思
美
列
十
人
□
□
×

〔火
ヨ

去
□
頭
百
□

ｘ

×
□
　
詔
大
命
乎
伊
奈
止
申
者
ｘ

〔安
力
〕

頂
請
申
　
使
人
和
□
ｘ

×
多
治
比
山
部
門

ｘ
□
□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（懸
て
（じ
溢

ｏ鐵

〔人
ヵ
〕
　
　
　
　
〔賜
力
〕
　

　

　

〔緒
力
〕

×
□
□
阿
倍
大
臣
直
□
御
馬
一
匹
殿
□
□

ｘ

（
μ
∞
Ｐ
）
×

（
Ｐ
Ｏ
）
×

⇔
　

〇
∞
岸

Ｐ
ｏ
ｏ
×

Ｐ
Φ
×

∞
　

Ｏ
μ
ド

「義
法
師
」

（刻
線
）

ｘ
□
川

一千
代

朝
嫡
轄
損
千
代
　
山
代
久
勢
千
代］］
∞
×

ド
∞
×

い
　

ｏ
μ
ド

五
月
大

一
日
乙
酉
水
平
　
　
七
月
大

一
耐
甲
申（岸『Φ
）
×
（『
）
×
μ
　
ｏ∞
μ

（大
倭
園
）

「曽
布
上
郡
大
宅
里
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
（き
て
く
て
∞
目

（山
背
国
）

弟
国
評
輛
岡
三
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雹
∀
Ｇ
Ｘ
ω
目

（山
背
国
宇
治
）

Ｌ

「＜
山
科
里
阿
那
之
奈
西
二
枚
」
　
　
　
　
　
　
μ式
恙
露
∞

（河
内
国
）

側

「＜
高
安
評
坂
本
里
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
トミ露
ｅ
）溢

（河
内
国
河
内
）

鯛

「＜
日
下
里
人
大
戸
首
末
呂
戸
諸
方
薦

一
枚
」

ｓ
冤
Ｇ
Ｖ
い

〔鹿
ヵ
〕

⑩

「＜
科
野
国
伊
奈
評
□
大
贄
＜
」
　
　
　
　
　
　
牌∞露
ゃ安
、

（但
馬
国
）

硼
Ｌ
己
亥
年
十
二
月
二
方
評
波
多
里
」

Ｌ
大
豆
五
斗
中
　
　
　
　
　
　
」
　

　

　

　

ドリゃ恙
］溢

凶

「＜
戊
戊
年
六
月
波
伯
吉
國
川
村
評
久
豆
賀
里
□
ｘ

（］〇∞）
×
（ドい）
×
中

例

「
＜
紀

伊

國

海

マ
郡

□

里

木
本
村
海

マ
宇
手
調

×

６
じ

Ｘ

５

滋

岸
心
Ｏ
×
（
ド
『
）
×
］
　
ｏ
岸
Φ

（
ド
ド
∞
）
×
（
∞
）
×
卜
　
ｏ
∞
ド

（
ド
ω
ω
）
×
］
〇
×
卜
　
ｏ
∞
岸

閉
名
＜
□
□
里
凡
川
内
忌
寸
豊
」

一
名
＜
□
戸
薦

一
枚
　
　
　
　
」

囲

「＜
上
£
羽
薦
二
枚
」

囲

「＜
撫
米
二
古
奈
乃
利
毛

一
古
」

圏
Ｌ
＜
黒
多
比
二
　
　
　
　
」

Ｌ
＜
須
ヽ
吉

一　
永
閑

一
」

〇
ド
ド

μ
⇔
ｏ
×

中
⇔
×

伽
　

⇔
∞
∞

μ
⇔
∞
×

μ
ｏ
×

］
　

Φ
∞
∞

Ｐ
い
雨
×

］
∞
×

卜
　

ｏ
∞
］

畔
∞
枷
×

早
∞
×

卜
　

ｏ
∞
中

寓  需
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側

「河
鬼
加
布
打
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
Ｘ
ｅ
ｘ
Ｎ
冨

内
濠
Ｓ
Ｄ
二
三
〇
〇

酬
長

皇
太
妃
宮
舎
人
　
　
　
垂南
薬
」

長

□
□
□
□
□
　
右
二
品
　
　
」
　

　

　

　

（遥
∀
ｅ
ｋ

ｏ驚

硼
名
大
神
卿
宣
　
嫁
膜
田
×

Ｌ

犬
上
（
支
田
女
　

右

×
　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
轟

×

∞
マ

∞

思

意
味
の
取
れ
る
も
の
で
は
文
書
木
簡
と
貢
進
物
荷
札

・
物
品
付
札
が
ほ
ば
半

々
で
あ
る
。
外
濠
出
土
木
簡
の
う
ち
年
紀
の
あ
る
も
の
は
、
文
書
木
簡
で
は
慶

雲
元
年
が
三
点

（推
定
一
点
を
含
む
）
だ
け
で
あ
る
が
、　
荷
札
で
は
成
戊
年

（文

武
一●

四
点
、
己
亥
年

（文
武
一も

一
一点
、　
庚
子
年

（文
武
四
）
一
点
、　
慶
雲
三

年

一
点
、
和
銅
二
年
二
点
が
あ
り
、
年
紀
の
な
い
も
の
で
も
評
表
記

一
二
点
、

郡
表
記

一
一
点
で
あ
る
の
で
、
荷
札
の
過
半
は
大
宝
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

官
司
篤
を
記
し
た
も
の
で
は
、
中
務
省

・
民
部
省

・
皇
太
妃
宮
職
等
の
他
、

大
炊
寮

・
内
膳
司

・
造
酒
司

・
園
池
司
等
の
官
内
省
被
管
官
司
が
多
く
、
し
か

も
解
の
形
式
を
と
る
も
の
が
多
い
。

皇
太
妃
宮
職
名
木
筒
は
二
七
次
調
査
で
既
出
だ
が
、
か
ろ
う
じ
て
判
読
で
き

る
程
度
の
墨
付
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
⑪
は
文
字
が
明
瞭
で
、
慶
雲
元
年
の
年

紀
も
あ
る
。
前
号
で
皇
太
妃
官
職
は
、
車
壁
皇
太
子
の
妃
、
文
武
天
皇

の
母

で
、
の
ち
即
位
し
て
元
明
天
皇
と
な
る
阿
閉
皇
女
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
官
司

と
考
え
た
。
お
そ
ら
く
、
皇
太
妃
は
、
配
偶
者
が
天
皇
で
あ
る
と
否
と
に
か
か

わ
ら
ず
、
妃
位
に
あ
っ
て
天
皇
の
生
母
に
な
っ
た
者
の
尊
称

で
あ
る
と
み
ら

れ
、
三
后
と
同
様
に
遇
さ
れ
た
の
で
皇
太
妃
宮
職
が
設
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
鉛
か
ら
皇
太
妃
官
に
舎
人
の
存
在
が
知
ら
れ
、
四
百
人
の
舎
人
を

有
す
る
中
官
職
と
の
関
連
が
う
か
が
わ
れ
る
。

０
の
栗
田
は
、
大
宝
か
ら
慶
雲
年
間
に
か
け
て
民
部
卿
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ

る
粟
田
朝
臣
真
人
の
可
能
性
が
あ
る
。
民
部
省

の
二
寮

（主
計
・
主
税
）
の
衛

士
と
あ
る
が
、
宮
衛
令
集
解
開
閉
門
条
所
引
古
記
に
よ
れ
ば
、
衛
士
が
民
部
省

を
防
守
し
て
お
り
、
藤
原
宮
で
も
同
様
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

衛
士
に
関
す
る
木
簡
は
第
二
四

。
二
七
次
調
査
で
も
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
⑥

・
０
に

「―
―
列
」
と
あ
る
の
は
衛
士

・
仕
丁
等
の
集
団
の
名
称
で
あ
る
が
、

０
に
は
火
頭
と
も
あ
る
の
で
衛
士
か
丁
匠
の
集
団
構
成
員
の
歴
名
で
あ
ろ
う
。

③
は
宣
命
で
あ
り
、
藤
原
官
で
は
三
点
目
で
あ
る
。
正
倉
院
文
書
の
例
で
は

助
辞

・
語
尾
の
万
葉
仮
宅
を
小
字
右
寄
せ
で
記
す
が
、
藤
原
宮
出
上
の
三
点
は

い
ず
れ
も
大
字
で
あ
り
、
宣
命
体
の
書
記
法
に
変
遷
の
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ

る
。
ま
た
③
の
文
面
は
即
位
の
宣
命
に
比
較
的
多
い
表
現
で
あ
る
。

第
二
七
次
調
査
で
は
建
部
門

。
少
子
部
門
号
を
記
し
た
木
筒
が
出
上
し
た

が
、
③
は
多
治
比
門
と
山
部
門
の
二
門
号
を
記
し
て
い
る
。
多
治
比
門
は
、
第

一
八
次
調
査
の
北
面
中
門
地
区
出
上
の
門
号
木
簡
か
ら
北
面
東
門
と
考
え
ら
れ

て
い
る

３
藤
原
宮
木
簡
置

解
説
）。　
山
部
門
、
建
部
門
、
少
子
部
門
は
、
平
安

官
の
門
号
、
平
城
官
の
「
小
子
門
」
の
位
置

Ｇ
平
城
宮
木
簡
一證

解
説
）
等
か
ら



み
て
、
東
面
に
三
門
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
門
の
門
号
で
あ
ろ
う
。
そ
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
北
か
ら
出
部
門
、
建
部
門
、
少
子
部
門
の
順
で
あ
る
可
能
性
が
濃

い
が
、
な
お
今
後
検
討
を
加
え
た
い
。

ＱＯ
の
阿
倍
大
臣
は
、
大
宝
元
年
に
右
大
臣
と
な
っ
た
阿
倍
朝
臣
御
主
人
か
。

ω
の
義
法
師
は
、
遣
新
羅
学
問
僧
で
、
慶
雲
四
年
五
月
に
帰
国
し
、
和
釦
七

年
三
月
に
は
そ
の
占
術
を
用
い
る
た
め
還
俗
さ
せ
て
い
る
。

①
の
大
神
卿
は
、
壬
申
乱
の
功
臣
で
、
慶
雲
三
年
二
月
に
左
京
大
夫
で
卒
す

る
大
神
朝
臣
高
市
床
呂
と
み
ら
れ
る
。
表
一異
に
小
学
で
記
す
人
名
の
氏
名
は
、

武
蔵

。
信
濃

。
近
江
の
郡
名
で
あ
る
の
で
、
条
女
で
あ
ろ
う
。

⑬
は
暦
の
抄
記
か
と
み
ら
れ
、
月
の
大
小
、　
一
日
の
千
支
、
五
行
、
十
二
直

ま
で
を
記
し
て
い
る
。
慶
雲
元
年
が
こ
の
記
載
に
合
致
す
る
。

次
に
貢
進
物
荷
札
は

一
九
ケ
国
に
わ
た
っ
て
お
り
、
伊
勢
四
点
、
若
狭
六
点

が
多
い
が
、
幾
内
の
大
倭

・
山
背

・
河
内
等
が
日
立
つ
の
も
特
徴
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
④
の
日
下
里
は
和
名
抄
に
は
な
い
が
河
内
国
と
判
断
し
た
の
は
、
大

戸
首
が
新
撰
姓
氏
録
に
河
内
国
皇
別
と
し
て
出
、
同
大
戸
首
条
に
日
下
大
戸
村

と
あ
る
こ
と
、
和
名
抄
で
は
河
内
国
河
内
郡
に
大
戸
郷
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

畿
内
の
荷
札
で
は
貢
進
物
名
を
記
さ
な
い
も
の
が
多
い
が
、
④
に
は
薦

一
枚

と
あ
る
。
ま
た
里
名
未
詳
の
④
は
、
人
名
か
ら
摂
津
ま
た
は
河
内
の
可
能
性
が

強
い
が
、
こ
れ
に
も
薦

一
枚
と
あ
る
。
②
も
薦
二
枚
と
あ
る
が
、
そ
の
上
に
上

蔦
羽
と
あ
る
だ
け
な
の
で
、
産
地
名
を
付
し
た
物
品
付
札
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
上
鳥
羽
が
和
名
抄
の
出
城
国
紀
伊
郡
鳥
羽
郷
に
当
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も

畿
内
か
ら
の
産
出
品
と
い
う
こ
と
に
な
る

（既
出
木
簡
に
∩

「下
鳥
羽
医
難
酒
」
倒

堅
一斗
一
升
」
が
あ
る
―
―
奈
良
県
汲
委

『藤
原
宮
し
。
さ
ら
に
⑩
の
山
科
里
は
山
城

国
宇
治
郡
に
あ
り
、
物
品
名
は
記
し
て
い
な
い
が
二
枚
と
あ
る
の
で
薦
か
。

以
上
の
よ
う
に
畿
内
の
荷
札
で
は
薦
の
貢
進
が
日
に
つ
く
が
、
延
喜
主
計
式

で
は
、
山
城

・
河
内

。
摂
津
の
調
と
し
て
席
や
薦
を
あ
げ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

木
簡
は
そ
の
制
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な

お
二
七
次
調
査
で
、
明

「錦
マ
里
身
人
マ
支
波
□
□
」
∩

「
一
枚
」
と
記
し
た

木
筒
が
出
上
し
て
お
り
、
こ
れ
も
畿
内
の
薦
と
す
れ
ば
、
山
背
国
愛
宕
郡

・
河

内
国
若
五
郡

・
同
錦
部
郡
が
該
当
す
る
。

評
名
で
は
、
あ
ら
た
に
山
背
弟
国

・
河
内
高
安

・
伊
勢
川
曲

・
美
濃
厚
見

・

信
濃
伊
奈

。
但
馬
二
方

。
伯
者
川
村

・
出
雲
楯
縫
が
知
ら
れ
た
。
弟
国
評
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
大
宝
令
の
施
行
に
伴
い
葛
野
郡
か
ら
乙
訓
郡
の
分
割
が
行

わ
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
再
考
の
必
要
が
生
じ
た
。

物
品
付
札
は
二
三
点
で
、
海
産
物
が
多
数
あ
り
、
し
か
も
万
葉
仮
名
で
品
目

を
記
し
た
も
の
が
多
い
。
海
藻
の
奈
乃
利
毛
は
釣
を
含
め
て
二
点
あ
る
が
、
允

恭
十

一
年
紀
に
奈
能
利
曾
毛
、
万
美
集
に
名
乗
曾

・
莫
告
藻
、
正
倉
院
文
書
に

奈
乃
利
曾
な
ど
と
あ
る
も
の
に
当
ろ
う
。
だ
が
奈
乃
利
毛
と
奈
乃
利
官
の
相
違

に
つ
い
て
は
未
考
で
あ
る
。
撫
米
は
平
城
官
木
筒
に
奈
三
米
と
あ
る
（概
報
九
）
。

①
は
蠣
頭
打
の
意
で
あ
ろ
う
。
賦
役
令
に
幸
螺
頭
打
、
平
城
官
木
簡
に
少
辛

螺
頭
打
の
例
が
あ
る

（『平
城
宮
木
簡
一一し
。

一
一　
南
面
大
垣
地
区



嗣

　

考

仕
令

ｘ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（Ｓ

Ｘ
Φ）
Ｘ
じ

ｏ徴

考
仕
令
は
、
養
老
令
の
考
課
令
に
当
り
、
大
宝
令
と
浄
御
原
令
に
も
存
し
た
。

９
　
関
係
文
献

倭
鵬
躙
簸
祓

『
藤
原
宮
出
土
木
簡
⑪
』

同
　
　
　
『
飛
蔦

・
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報
ｍ
』

1980年出上の木簡

線天戻
第 1図 藤原宮木簡出土地点
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m   wi」。。。

第 2図 藤原宮第29次発掘調査遺構配置図
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1980年出上の木簡

京
都
。
長
岡
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
沢
ノ
東

・
車
田

２
　
調
査
期
間
　
　
左
京
二
条
二
坊
六
町
　
一
九
八
〇
年
（昭
５５
）
五
月
を
七
月
、

左
京
二
条
二
坊
三
町
　
一
九
八
〇
年

一
一
月
を

一
二
月

３
　
発
据
機
関
　
　
向
日
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
中
　
章

・
石
尾
政
信

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八
〇
年
度
に
お
い
て
木
簡
の
出
上
し
た
調
査
は
、
京
内
で
二
箇
所
あ
る
。

一　
左
京
二
条
二
坊
六
町

（左
京
第
五
一
次
）

調
査
地
は
、
左
京
二
条
二
坊
六
町
の
東
端
部
分
に
相
婆
し
、
東
二
坊
坊
間
小

路
に
東
面
し
て
い
る
。
過
去
、
周
辺
で
は
、
第

一
三
次
、
第
二
二
次
の
二
回
の

調
査
が
あ
り
、
六
町
の
中
央
を
西
か
ら
東

へ
流
れ
る
濤
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
か
ら
、

三
二

一
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

今
回
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
六
町
の
中
央
濤
で
あ
る
濤
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
、

東
二
坊
坊
間
小
路
の
西
側
濤
、
及
び
濤
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
に
か
け
ら
れ
た
橋
三
基

で
あ
る
。
木
簡
は
、
幅
二

。
九
を
四
ｍ
、
深
さ
Ｏ

・
五
を
○

・
六
ｍ
の
濤
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
か
ら

一
六
九
点
出
上
し
た
。
濤
の
埋
土
は
上

・
下
三
層
に
わ
か
れ
、

上
層
に
は
、
（延
暦
）
八
年
正
月
十
七
日
の
紀
年
を
も
つ
木
筒
が
あ
り
、
下
層
に

は
、
延
暦
六
年
七
月
三
日
の
紀
年
の
あ
る
木
簡
が
あ
る
。
過
去
の
調
査
で
も
、

濤
の
埋
土
は
上

。
下
二
層
に
わ
か
れ
、
下
層
か
ら
は
、
延
暦
六
年
ま
で
の
木
筒

を
出
土
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
出
上
し
た
遺
物
は
、
土
師
器
、

須
恵
器
、
二
彩
陶
器
、
土
馬
、
墨
書
人
面
上
器
、
瓦
、
各
種
木
器
、
人
形
、
斎

串
、
各
種
金
属
器
、
釦
銭
、
獣
骨
、
種
子
等
で
、
土
師
器
、
須
恵
器
の
食
器
に

は
、
「
大
膳
」
「
秦
」
「
伊
与
」
「
左
士
」
「
外
記
」
「官
」
「
所
」
「
進
」

「
厨
」

等

の
墨
書
が
み
ら
れ
る
。

一
一　
左
京
二
条
二
坊
三
町

（立
会
調
査
第
八
〇
一
八
次
）

調
査
地
は
、
左
京
二
条
二
坊
三
町
の
南
東
部
に
位
置
し
、
三

・
四
町
町
境
小

路
と
、
三

・
六
町
町
境
小
路
の
交
差
点
に
あ
た
る
。
調
査
は
、
当
初
下
水
道
管

の
敷
設
工
事
に
対
す
る
立
会
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
工
事
地
点
が
偶

然
、
三

・
四
町
町
境
小
路
の
北
側
濤
と
、
三

・
六
町
町
境
小
路
の
東
西
両
側
濤

に
あ
た
り
、
大
量
の
遺
物
を
出
上
し
た
た
め
、
急
捉
工
事
を
中
止
し
、
幅
○

・

七
ｍ
、
長
さ

一
〇
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
発
掘
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
前
述
の
三
本
の
条
坊
側
濤

で
あ
る
。
し
か

し
、
調
査
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
遺
構
の
規
模
等
は
不
明
で
あ
る
。
出

土
し
た
遺
物
は
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
墨
書
人
面
土
器
、
瓦
、
各
種
木
器
、
人

形
、　
各
種
金
属
器
、　
獣
骨
、　
種
子
、　
碁
石
等
で
、　
墨
書
土
器
に
は
、

「寮
」

「
東
」
「秦
」
「
大
」
「
厨
」
等
が
あ
る
。
木
簡
は
、
三

・
六
町
町
境
小
路
東
側
濤

か
ら

一
五
四
点
、
西
側
濤
か
ら
三
点
、
三

・
四
町
町
境
小
路
北
側
濤
か
ら
約

一



八
〇
点
出
上
し
た
。
今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
三

・
四
町
町
境
小
路
北
側
濤
の

遺
物
が
、
ま
だ
完
全
に
整
理
で
き
て
い
な
い
の
で
、
三

・
六
町
町
境
小
路
両
側

濤
の
も
の
に
限
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
左
京
二
条
二
坊
六
町

（左
京
第
五
一
次
）

〔解
申
己

硼
Ｌ
造
東
大
宮
所

□
□
　
日
日
□

〔付
近
衡
己

０
「

八
年
正
月
十
七
日
□
□
□
ｘ（中
∞Φ
）
Ｘ
（ＰＯ
）
×
り

η

ｏ
「

□
□

牛
鹿
土
万
呂

漢
人
池
守
　
　
　
　
吻
砲
子
ｘ

□
□
小
床
烈
□
□
国
〔辟
Ⅳ
Ｈ
日
　
　
　
　
鳥
万
呂
　
　
□

ロ

マ
種
万
昌
　
　
日
□
□

　

」

０
「

〔小
力
〕

□
□
　
　
　
　
　
　
□
長
谷
□
□
　
　
口
Ш

日
日
日
日
□
Ｘ

大
□
□
　
□
□
□
□
　
□
廻
錮
　
　
　
□
□
呂
　
日回
　
」

〔△
申
人
（ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
〔

(5)    (4)    (3)    (2)

g昌 目 目

×
□
遣
採
桔
但
馬
國
六
十
二
番
夫
汁

一
人
醐
翠
弩
Ｗ
ｅ
ｘ
ト

夫
三
人
　
吉
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（騒
）巡
算
ヽ

澪
田
涸
部
暗
騨
嶽
鰈
総
叶
却
文
又
似
妹
文
　
　
　
　
　
　
　
（Ｎ占
）×
躍
ｘ
Ｐ

耐

に

印

軌

鋏

卜

枝

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞
⇔
）
×
（∞ｏ
）
×
伽

〇
∞
μ

。

。
「
＜
山

桃

院

□

屋

□

』
岬

殖

蛸

勲

弾

。
「
＜

〔相
と

棉
□回

〔所

料
と

□
　
ｘ
□
下
□
□
□

〔収
也

団

「□
所
　
□
ｘ

〔初

位
営

真
と

　

〔川
と

硼
　
×
□
□
上
□
…
□
豊
□

や
６
０
×
卜
ｏ
×
∞
　
ｏ
μ
μ

（
６
］
）
×
（
μ
ω
）
×
騨
　
ｏ
∞
ド

（
⇔
ド
）
×
（
μ
『
）
×
卜
　
ｏ
μ
Φ

（
い
ヽ
十
卜
∞
）
×
（
ｏ
）
×
”
　
ｏ
∞
ド

隻

長
押
雨
重
五
十
六
隻
」
　

側

「丈
部
縄
万
呂
替
ご
　
　
　
⇔∞×
μ⇔巡

ｏＦ

□
二
相
在
釘
十

×
三
月
五
日
石
作
五
百
千

含
驚
十
岸ふ
）
×
絣
×
い

団

×
□
大
豆
」
　
　
　
　
　
（ё
溢
軍
∞
昌

日

「西
三
条
五
給
丸
マ
咋
万
呂

β
Ｊ
温
聟
φ
冨

駕 ヒ



1980年出上の木簡

l161    1151    t41

「小
縄
牛
勝
」

「＜
之
個
卓貝
」

「＜
十
全
ユ
」〔首

也

□
酎
□
□
ｘ

延
麿
六
年
七
月
三
日
□
准

「戸
主
出
雲
嶋
万
呂
米
〔酢
足
＜
」

「延
暦
八
年
十
月
十
八
日
＜

」

「＜
阿
波
国
名
方
郡
加
毛
郷
庸
米
五
斗
＜
」

「＜
阿
波
国
名
方
郡
賀
茂
郷
庸
ｘ

「＜〔醗
郎
郷
海
調
一酎
郎
□
□
」

〔六

年
と

〔月
と

「＜
□
□
四
□
　
□
　
　
　
　
」

「備
中
国
浅
日
郡
川
村
□
ｘ

「□
□
□
□
□
□
×

「高
鳴
郡
糊
置
穴
太
」

Ｌ
秋
万
呂
　
　
　
　
」

囲
名
宮
守
暴
小
田
伎
　
　
　
　
　
」

名
柏
原
暴
小

『
田
井
女
糎

一
石
皆

〔郡

錦

服

郷
ヨ

四
。
ｘ
□
□
□
□
□

ｘ

〔暦
ヵ
〕

・

延
□
×

〔解
と

醐

「謹
□
□
□
×

囲
　
□
□
子
孫

硼

×
□
應
應
應
應
雁
應
ｘ

〔道
道
己

側
。
ｘ
□
□
道
道
道
道
ｘ

。
□
　
□
　
□
□

〔合
己
？
　
　
マ
）

醐
　

□

〈
□

Λ
ズ

田

側　
即̈
即
理

〔邊

邊
と

団

「□
□
□
□
」

嗣
　
　
　
　
　
　
□

ｘ
聴
臨

『
馬
』
縣
尊
若

μ
∞
∞
×

］
ｏ
×

卜

　

ｏ
い
μ

『
ｏ
×

騨
∞
×

卜
　

ｏ
∞
］

∞
『
×

μ
ω
×

∞
　

ｏ
∞
］

（
Φ
∞
）
×
（
『
）
×
〕
　
ｏ
∞
ド

ド
岸
的
×

騨
『
×
６
　

ｏ
∞
ω

卜
『
⇔
×

や
卜
×

∞
　

⇔
ω
ド

（
ド
ト
『
）
×

］
］
×

∞
　

ｏ
∞
Φ

岸
∞
『
×

囀
ミ
×

い
　

ｏ
∞
∞

６
ｅ

×
‘

×
卜
　
ｏ
む

牌
∞
ω
×

や
Ｐ
Ｘ

卜
　

⇔
い
μ

μ
ω
∞
×

〕
ｏ
×

枷
　

ｏ
伽
μ

（
∞
卜
）
×
（
μ
ω
）
×
ф
　
ｏ
∞
ド

（
μ
騨
⇔
）
×
（
］
〇
）
×
∞
　
ｏ
μ
ｏ

（
ヽ
Φ
）
×
（
岸
∞
）
×
∞
　
ｏ
∞
μ

Ｏ
Φ
μ

（
μ
Ｏ
卜
）
×
（
Ｐ
卜
）
×
ω
　
ｏ
∞
μ

会
濱
）
×
（
ω
）
×
（
∞
）
　
ｏ
∞
岸

（
∞
⇔
）
×
（
Φ
）
×
ド
　
ｏ
∞
Ｐ

⇔
∞
×
ド
∞
×
ｏ
　
ｏ
ド
Φ

３

ド



紀
年
の
あ
る
木
簡
は
四
点
あ
り
、
延
暦
八
年
十
月
二
十
八
日
明
が
最
も
新
し

く
、
延
暦
六
年
七
月
三
日
側
が
最
も
古
い
。

内
容
的
に
は
、
第

一
三
次
調
査
で
大
量
に
み
ら
れ
た
地
子
に
関
す
る
木
簡
が

一
点
も
な
く
、
か
わ
っ
て
、
第

一
三

・
三
二
次
調
査
で

一
部
み
ら
れ
た
造
営
関

係
の
木
筒

（田
１
団
・
０
）
の
多
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
「造
東
大
官
所
」
硼
と

は
東
大
官
造
営
の
た
め
の
臨
時
の
役
所
で
あ
る
。

『
続
紀
』

廷
暦
八
年
二
月
二

十
七
日
条
に
は
「移
自
西
宮
。
始
御
東
官
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
長
岡
宮
内
裏
遷
移

の
唯

一
の
文
献
史
料
で
あ
っ
た
が
、
①
は
こ
れ
に
次
ぐ
史
料
と
な
っ
た
。
「
山

桃
院
」
０
は
、
『続
紀
』
宝
亀
三
年
十
二
月
二
十
三
日
条
を
初
見
と
す
る
楊
梅
官

と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
、
山
桃
院
の
一
部
が
解
体
さ
れ
た
時
の
古
材

や
付
属
金
兵
に
付
し
た
送
り
状
と
考
え
ら
れ
る
。
口
。
四
は
、
同

一
郷
か
ら
の

庸
米
の
貢
進
付
札
で
あ
る
。
第
二
二
次
調
査
で
も
、
同
郡

（名
方
郡
井
上
）
か
ら

の
庸
米
の
貢
進
付
札
が
あ
る
。
卿
は
、
調
の
貢
進
物
付
札
で
、
木
津
郷
は
、
近

江
国
高
嶋
郡
、
若
狭
国
遠
敷
郡
、
丹
後
国
竹
野
郡
に
み
ら
れ
る
。
海
調
と
い
う

表
記
内
容
か
ら
し
て
、
若
狭
国
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
木
簡
の
出
土
状
況
か
ら
み
た
特
徴
は
、
下
層
か
ら
の
出
土
数
が
多

く
、
特
に
削
届
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。

一
一　
左
京
二
条
二
坊
三
町

（立
会
調
査
第
八
〇
一
八
次
）

硼

Ｌ

八
月
四
日
二
人
又
二
人
　
又
二
人

Ｌ
又
十

一
文
　
　
合
百
八
十
九
文
　
□
百
十
×
含
じ
ヽ
ｈ

Φ８

十
二
年
十
月
十
日
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鷺
Ｘ
ｅ
滋

〔植
力
〕
　

　

〔人
ヵ
〕

「＜
讃
岐
国
山
田
郡
□
田
郷
舎
□
×

「＜
延
暦
十

一
年
八
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
（ξ
Ｉ
Ｐ露
∞

雲
一谷
己

　
　
〔上
己

「讃
岐
国
山
田
郡
□
□
郷
□
□
□
□
□
□
」

「延
暦
十

一
年
九
月

一
日
　
　
　
　
　
　
」
　

騨『鷲
ｅ
温

夏
官
所
郷
佐
伯
吉
日
――
□
白
米
五
斗
」
　

　

（霞
）恙
聟
ω

「香
川
郡
尺
田
秦
山
道
白
米
五
斗
＜
」
　
　
　
ド、露
盆
）溢

〔何

部
と

「＜
三
井
郷
伊
□
□
道
足
白
米
伍
斗
＜
」
　

　

岸∞死
ｅ
Ｗ
］

〔米
と

「＜
池
田
□
□
川
主
白
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
夭
じ
巡

「＜
伊
与
国
越
智
郡
橘
子
地
子
白
米
伍
斗
＜
」
　

］卜〕巡
＝恙

「＜
伊
与
国
越
智
郡
旦
倉
村
秦
足
国
戸
白
米
伍
斗
＜
」

μ
『
ｏ
×
岸
∞
×
ト

〔倉
こ

「伊
与
国
和
気
郡
□
…
□
田
笠
万
呂
」
　
　

（ω雫
じ
溢
露
∞

〔伊

与
ヨ

⑫
Ｌ
□
□
国
□
□
□
□
□

口

□

（Φ卜）
×
（り）
×
い
　
ｏ∞
μ



1980年出上の木簡

的

「美
作
国
勝
田
郡
賀
茂
郷
〔醜
将
五
斗
」

側

「＜
美
作
国
勝
田
郡
賀
茂
郷
□
ｘ

嗣

「美
作
国
…
賀
茂

ｘ

側
名
＜
英
多
郡
栗
井
郷
五
斗

≒
＜
九
年

側
　
ｘ
作
国
古

ｘ

〔郡
と

団
　
×
□
綾
部
□
ｘ

⑩

「＜
長
門
国
豊
浦
□
□
　
　
　
日
日
日
回

例
Ｌ
＜
長
門
国
豊
浦
×

Ｌ
＜
　
　
　
　
□

囲
。
「
『 ＜
鵬
聯
劉
崎
報
一幸 五
一翔
〕

Ｘ

Ｌ
『＜四月理齢螂
〔建人岬蠍囃潮潮
ｘ

閉

「大
津
郡
地
子
米
五
斗

ゃ
ゃ
Ｐ
Ｘ
（
卜
）
×
ω
　
Ｏ
∞
μ

（
で
お
）
×
］
⇔
×
ω
　
ｏ
∞
Φ

Ｏ
Φ
μ

（
騨
］
Φ
）
×
］
Φ
×
”
　
⇔
∞
Φ

（
『
ド
）
×
や
∞
×
∞
　
ｏ
∞
μ

（
∞
ド
）
×
（
ド
枷
）
×
∞
　
ｏ
∞
μ

（
μ
φ
］
）
×
∞
〇
×
�
　
ｏ
∞
μ

（
∞
ｏ
）
Ｘ
”
『
×
∞
　
⇔
∞
Φ

（
ド
〇
】
）
×
（
］
ド
）
×
い
　
ｏ
ф
Φ

（
μ
］
∞
）
×
（
６
）
×
∞
　
ｏ
∞
一

明
Ｌ
越
前
国
□
×

名
個
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∪
溢
受
∞
目

側
名

ｘ
国
加
賀
郡
」

Ｌ
成
国
国
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞μ恙
ｏ滋

ｏ解

”
名
大
山
郷
戸
主
匪
酬
ギ
廣
國
戸
米
五
斗
上
千
縄
」

、
延
暦
九
年
四
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
鱗
ｏ巡
μ添

ｏ解

四

「江
下
郷
別
□

ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ё
巡
マ
∞
ｇ

側
。
ｑ
井
出
』
郷
戸
主
別
宇
治
万
呂

。
「
　
　
　
九
年
十
月
十
二
ｘ
　
　
　
　
　
　
（じ
巡
卜巡

ｏ‘

酬
名
芹
田
郷
戸
主
建

マ
石
人
戸
日
六
人
□
万
呂
」

Ｌ

白

米

五

斗

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」

μ博
夭

じ

濃

ｏ
留

閣
　
占
部
□
万
呂
同
施
本
白
米
伍
斗
＜
」
　

　

（霞
ｋ
ｅ
）巡

ｏ８

嗣

「
栗
栖
諸

上
戸
白
米

五
斗
上
〔即
だ
　
　
　
　
　
　

（じ

益
算

枷
〓

側
。
「
　
ｘ
日
――
―十
日
□
□
白
米
五
ｘ

・
「　
　
延
暦
八
年
十

一
月
十
七
日
　
　
　
　
　
（卜ё
通
中滋

ｏ営



餞
　
□
□
□
万
呂
白
米
五
斗
」
　
　
　
　
　
　
　
（感
Ｖ
μギ
、
目

制

×
米
五
斗
石
千
足
戸
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸じ
温
露
Ｎ
目

卜　

　

　

　

〔末
と

側
　
日
日
回
□
古
□
呂
米
五
斗
」

（
ド
〇
ミ
）
×
岸
ぃ
×
∞
　
ｏ
禦
）

的
　

□
□
□
薪
　
軒
　
齢

　

（横
書
）
　

　

　

　

　

（愚
×
〕聟
一
帽

延
暦
八
年
十

一
月
十
七
日
側
か
ら
延
暦
十
二
年
十
月
十
日
図
に
至
る
七
点
の

紀
年
の
あ
る
木
簡
が
出
上
し
て
い
る
。
特
に
囲
は
、
長
岡
京
出
土
木
簡
の
中
で

最
も
新
し
い
紀
年
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

内
容
的
に
は
、
白
米
、
地
子
米
の
貢
進
物
付
札
が
十
五
点
と
圧
倒
的
に
多
い

こ
と
、
山
陽
道
、
南
海
道
か
ら
の
貢
進
物
付
札
が
、
二
十
点
あ
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る

（地
子
関
係
木
簡
を
大
量
に
出
上
し
た
第
一
三
次
調
査
地
は
、
本
調
査
地
に
東

接
す
る
）。

讃
岐
国
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
団
―
□
の
六
点
あ
る
。
口
・
側
は
国

・
郡

。

郷

。
人
宅

。
年
号
を
記
す
。
０
は
郡

・
郷

。
人
名
を
記
し
、
米
を
貢
進
す
る
。

団
・
０
。
□
は
郷

。
人
名
を
記
し
、
白
米
を
貢
進
す
る
。
伊
与
国
は
四
点
あ
り
、

全
て
国
か
ら
書
き
は
じ
め
、
倒
・
山
が
自
米
の
貢
進
札
で
あ
る
。
美
作
国
は

田
１
硼
の
六
点
あ
る
。
側
・
団
は
同

一
郷
で
あ
る
。
長
関
国
は
側
―
明
の
四
点
あ

り
、
囲
。
例
の
二
点
が
地
子
米
の
貢
進
物
付
札
で
あ
る
。
越
前
国
と
考
え
ら
れ

る
も
の
は
囲
１
硼
の
六
点
あ
り

（囲
は
習
書
）、
０１
型
式
硼
・
閣
・
囲
と
０５
型
式

閉
・
閉
。
囲
に
限
ら
れ
る
。
特
に
闘
・
囲
は
圭
頭
に
つ
く
り
、
越
前
国
の
付
札
に

特
徴
的
な
形
態
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

９
　
参
考
文
献

山
中
章

・
清
水
み
き

「
長
岡
京
跡
左
京
第
五

一
次

（７
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
１
４
地
区
）

を
左
京
二
条
二
坊
六
町
を
発
堀
調
査
概
要
」

（向
日
市
薮
育
委
員
会

『向
日
市
埋
蔵

文
化
財
調
査
報
告
書
―
第
７
集
１
１
９
８
１
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

（山
中
　
華早
）

(京都西南部)



1980年 出上の木簡

だ
い

ぞ

う

じ

大
阪
。大
蔵
司
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
高
槻
市
大
蔵
司

・
浦
堂

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
六
月
三
日
を
九
月

一
八
日

３
　
発
据
機
関
　
　
大
阪
府
教
育
委
員
会

・
高
槻
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
井
藤
　
徹

・
森
田
克
行

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
弥
生
時
代
ぞ
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
蔵
司
遺
跡
は
、
高
槻
市
の
西
北
部
に
あ
り
、
史
跡

・
嶋
上
郡
衝
跡
の
北
約

一
ｋｍ
に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡
は
北
摂
山
地
の
山
間
か
ら
原
盆
地
を
経
て
、
奈

佐
原
丘
陵
の
東
辺
を
か
す
め
な
が
ら
南
流
す
る
芥
川

の
東
側

に
広
が

っ
て
お

り
、
こ
の
芥
川
と
そ
の
支
流
で
あ
る
真
如
寺
川
が
形
成
し
た
沖
積
地
上
に
立
地

し
て
い
る
。
規
模
は
南
北
八
Ｏ
Ｏ
ｍ
。
東
西
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
と
考
え
ら
れ
、
標
高
は

二
三
ｍ
を
二
八
ｍ
で
あ
る
。
昭
和
四
七
年
に
は
じ
め
て
発
据
調
査
が
お
こ
な
わ

れ
、
古
墳
時
代
の
住
居
址
や
奈
良
時
代
頃
の
倉
跡
等
を
検
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
昭
和
五
三
年
に
は
、
弥
生
時
代
の
住
居
址

。
大
濤
を
は
じ
め
、
奈
良
時
代

の
掘
立
柱
建
物
跡
等
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
遺
跡
の
東
辺
部
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

府
立
芥
川
高
校
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
事
前
調
査
と
し
て
実
施
し

た
も
の
で
あ
る
。
調
査
は
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
の
三
地
区
に
分
け
て
お
こ
な
っ
た
。

こ

の
う
ち
遺
構
を
検
出
し
た
の
は
Ａ
地
区
の
み
で
、
鎌
倉
時
代

の
水
田
址

・
枕

列
、
平
安
時
代
の
濤

。
柵
状
遺
構
、
奈
良
時
代
の
濤
等
が
認
め
ら
れ
た
。
遺
物

は
弥
生
土
器

・
土
師
器

。
須
恵
器

・
黒
色
土
器

・
瓦
器
等
の
上
器
類
と
多
く
の

木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
木
製
品
の
種
類
と
し
て
は
、
平
安
時
代

の
濤
か

ら
、
木
簡
ω

・
仏
像
片

。
下
駄
が
、
奈
良
時
代
の
濤
か
ら
、
木
簡
②

。
③
を
は

じ
め
と
し
て
、
祭
祀
具

・
食
膳
具

。
履
物

・
農
工
具
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
検
出
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
Ｂ
地
区
の
自
然
流
路
等
か
ら
、
奈
良
時
代
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
祭

祀
具

・
食
膳

具
等
が
検
出

さ

れ

て

い

る

（別
表
）
。

大
蔵
司
遺

跡
は
弥
生
時

代
よ
り
連
綿

と
し
て
営
ま

れ
た
複
合
遺

跡
で
あ
り
、

芥
川
を
換
ん

で
嶋
上
郡
衝

　

３

(京都西南部)



跡
と
南
北
に
対
峙
す
る
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
遺
跡
地
内
に
式
内
社
を

擁
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
も
、
今
後
注
目
す
べ
き
遺
跡
の
一
つ
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

８
　
木
簡

の
釈
文

・
内
容

①
は
呪
符
の
よ
う
な
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
墨
痕
が
薄
く
判
読
で
き
る
も
の

A地区濤(奈良) 数
Ь地区日然昴蜂
〔奈良)

数 A地区溝(平安〕数

形
形
形

斎
鋤
刀
鏃

1

木
獅   『大 鬱』
木 簡 (不 明)
ホし (付札・他)

簡 (不明)木 1

食 盤軸詞敷
物
物

木
曲
由
折

箸
槽

1

1

服飾 扇 (形代 ?

一・

・

糸  巻 (?う 1

履
駄

沓
一２

１
駄下 1 駄下 1

農 具
1 砧

洋区

工

~錐

柄 (鋸)柄 1

その

氏  具

動す厚板
具
木
明火木．火付弟

燈
焚
用

７

２

３

１

１

０９

６

‐５

具

木
明
紡

鮒
不

木．
途
焚
用
涌

猿棒 仏  像  片 1

大蔵司遺跡出上の木製品

は
少
な
い
。
②
は
付
札
で
、
上
下
に

一
対
の
切
り
込
み
を
有
す
る
。
③
は
細
片

に
な
っ
て
お
り
、
復
原
す
る
も
判
読
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

硼名＜□団団〓一団一期陥荊剛聞…団剛□団□□側団凛

Ｌ
＜
記
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・‥
□
□
□
　
□
□
□

倫
命
命

（、
Ｏ
ω
）
×
ゃ
い
×
ト

閉

「＜
大
錫
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φギ
｝党
∞

〔
八

月
己

団
　
□
□
□
□
□
□
日
日

（∞Ｎ）
×
（∞μ）
×
卜∞
　
ｏ∞
μ

□
□
□

９
　
関
係
文
献

大
阪
府
教
育
委
員
会

『
大
蔵
司
遺
跡
発
据
調
査
概
要
』

（浦
堂
地
区
の
調
査
）

一
九
八

一
年

（森
田
克
行
） 駕  毬



滋
賀
・野
路
岡
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
草
津
市
野
路
町
宇
岡
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
四
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
草
津
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
別
所
健
二

（草
津
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

５
　
遠退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（野
路
宿
跡
か
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
末
ｉ
鎌
倉
時
代
前
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
上
遺
構
の
概
要

野
路
岡
田
遺
跡
は
、
草
津
市
東
南
部
に
広
が
る
古
期
湖
成
段
丘
の
先
端
に
位

置
す
る
が
、
そ
の
立
地
は
古
代
以
来
の
東
山
道

。
東
海
道
お
よ
び
馬
道
と
今
も

称
さ
れ
、
中
世
以
来
の
要
港
、
矢
橋
港

へ
至
る
古
道
等
が
隣
接

・
交
錯
す
る
交

通
上
の
要
衝
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
本
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
岡
田
と
い
う
字
名
も

一
困
し
て
、
延
喜
式
に
そ
の
名
を
留
め
る
岡
田
駅
の
所

在
地
で
は
な
い
か
と
い
う
考
察
も
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
先
立
ち
、
東
西
四
〇
〇

ｍ
・
南
北
三
〇
〇

ｍ
と
推
定
さ
れ
る
本
遺
跡
の
北
部
域
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

そ
の
結
果
、
発
掘
区
域
全
面
か
ら
二
四
棟
を
数
え
る
掘
立
柱
建
物
跡
を
は
じ

め
と
し
て
、
井
戸
跡
五
基

・
築
地
状
遺
構

一
列
の
ほ
か
、
土
媛

・
濤
状
遺
構

・

柵
列
等
多
数
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
据
立
柱
建
物
跡
に
つ

い
て
は
、
径
六
Ｏ

ｃｍ
前
後
の
比
較
的
大
き
い
掘
形
を
有
す
る
Ｃ
類
五
棟
を
除
い

て
は
、
先
に
記
し
た
馬
道
と
称
す
る
古
道
及
び
築
地
状
遺
構
と
平
行
軸
を
保
持

し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
ほ
か
、
二
間
ｘ
八
間
又
は
五
間
と
い
う
長
棟
式
の
建
物

跡
が
三
棟
見
ら
れ
、
後
に
記
す
出
土
土
器
内
容
と
と
も
に
、
畿
内
周
辺
部
の
中

世
村
落
と
し
て
特
異
な
構
成
を
塁
し
て
い
る
。
な
お
、
木
筒
の
出
土
を
見
た
の

は
、
調
査
区
北
西
隅
で
検
出
し
た
直
径
五
ｍ
余
の
井
戸
跡

の
下
層

か
ら
で
あ

り
、
上
層
か
ら
は
瓦
器

・
土
師
器
ほ
か
の
中
世
土
器
が
大
量
に
出
上
し
た
。

こ
れ
ら
の
遺
構
及
び
包
含
層
か
ら
の
出
土
遺
物
に
は
、
先
に
記
し
た
瓦
器

・

土
師
器

・
中
世
須
恵
器

・
青
磁

・
白
磁

・
灰
釉

。
緑
釉

・
黒
色
土
器
等
多
彩
な

中
世
土
器
が
認
め
ら
れ
る
は
か
、
素
弁
八
葉
蓮
華
文
の
軒
丸
瓦

・
平
瓦
な
ら
び

に
風
字
硯

。
小
刀

。
砥
石
、
井
戸
枠

・
曲
物

・
水
桶

・
杓

・
下
駄

・
箸

・
木
簡

等
の
木
製
品
に
至
る

紛
　
ま
で
多
種
類
な
も
の

剰
　
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

期
　
こ
のう
ち
出
土
土
器

部
　
の
大
半
は
瓦
器
と
土

斯
　
師
器
で
あ
り
、
そ
れ

鰯　も瓦器椀と土師皿

と
い
う
二
大
構
成
が

認
め
ら
れ
る
。
県
下



1980年出上の木簡

の
平
安
時
代
後
期
を
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
集
落
跡
で
は
、
黒
色
土
器
椀
と
土
師

皿
が
出
土
土
器
の
主
要
器
種
と
な
る
の
が

一
般
的
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て

も
本
遺
跡
の
都
市
的
性
格
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「口
□
　
　
　
　
　
　
」

用
途
不
明
の
木
製
品
を
転
用
し
た
も
の
か
。

れ
る
。
左
側
端
は
欠
損
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

］
Φ
卜
×
（
∞
∞
）
×
Φ
　
ｏ
Φ
い

上
部
右
側
に
墨
痕
が
認
め
ら

野路岡田遺跡遺構配置図

g:島
:言二言geg宮とζ§ag亀

謁

田`素革瑚 こ弘巫垂訂可



1980年出上の木簡

御
予
ケ
谷
遺
跡
出
土
木
簡
の
報
告
書
公
刊
，

木
筒
研
究
創
刊
号
で
紹
介
し
た
、
静
岡
県
藤
枝
市
御
子
ケ
谷
遺
跡
の
発

掘
ｔ報
告
書
が
出
版
さ
れ
た
。
同
書
は
駿
河
国
志
太
郡
衡
跡
と
考
え
ら
れ
る

御
子
ケ
谷
遺
跡
と
秋
台
遺
跡
の
発
掘
報
告
書
で
、
本
文
二
〇
三
頁

・
写
真

図
版

一
六
九
頁
の
大
部
な
も
の
で
、
太
簡
の
釈
文
は
も
ち
ろ
ん
、
墨
書
土

器
等
の
検
討
、
志
太
郡
衡
の
比
定
、
遺
跡
の
編
年
及
び
そ
の
構
造
等
、
内

容
は
詳
細
に
わ
た
っ
て
い
る
。

藤
枝
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
編

『
日
本
住
宅
公
団
藤
枝
地
区
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅲ
』

一
九
八

一
年
三
月
　
　
頒
価

一
万

一
千
円

・
送
料
五
〇
〇
円

申
込
先
　
同
調
査
事
務
所
〒
四
二
六
静
岡
県
藤
枝
市
新
南
新
屋
三
〇
―
四



究
　
創
刊
号

創
刊
の
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
俊
男

一
九
七
八
年
出
上
の
木
筒

概
要
　
平
城
宮
跡
　
藤
原
官
跡
　
紀
寺
跡
　
長
岡
官

。
京
跡
　
平
安
京

西
市
跡
　
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
跡
　
士
画
田
南
遺
跡
　
下
郡
遺
跡
　
小

判
田
遺
跡
　
城
山
遺
跡
　
伊
場
遺
跡
　
一
一之
官
遺
跡
　
御
子
ケ
谷
遺
跡

平
形
遺
跡
　
城
輪
柵
遺
跡
　
堂
の
前
遺
跡
　
秋
田
城
跡
　
草
戸
千
軒
町

遺
跡
　
尾
道
市
衡
地
遺
跡
　
長
門
国
府
周
辺
遺
跡
　
一二
宅
廃
寺

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡
●

柏
井
遺
跡
　
払
田
柵
跡
　
平
城
官
跡

（第
五
次
。
第
七
次
）

正
倉
院
伝

世
の
木
簡

中
国
簡
蹟
研
究
の
現
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
　
脩

東
北
地
方
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
川
　
　
南

長
岡
京
木
簡
と
太
政
官
厨
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
　
隆
雄

藤
原
宮
跡
出
上
の
官
奴
婢
関
係
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
鬼
頭
　
清
明

記
念
講
演

（Ｍ
・
ロ
ー
ウ
じ

要
旨

木
簡
第

一
号
発
見
の
こ
ろ

（日
中
琢
）

彙
報

頒
価

〒
四
〇
〇
円



丘驚

。
御
着
城
跡

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
御
国
野
町
御
着
字
城
ノ
内

調
査
期
間
　
　
一
九
七
七
年

（昭
５２
）
四
月
を

一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
三
月

発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
山
本
博
利

・
秋
枝
　
芳

遺
跡
の
種
類
　
中
世
城
郭

（平
城
）

遺
跡
の
年
代
　
室
町
時
代
ぞ
安
土

・
桃
山
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

御
着
城
は
北
と
東
に
四
重
の
堀
を
廻
ら
し
、
西
と
南
は
天
川
を
外
堀
に
利
用

し
た
二
重
の
堀
で
囲
続
さ
れ
て
お
り
、
五
〇
Ｏ

ｍ２
の
規
模
を
も
つ
惣
構
の
城
郭

で
あ
る
。
戦
国
時
代
に
は
赤
松
氏
の
被
官
小
寺
氏
の
居
城
と
し
て
、
ま
た
後
に

筑
前
福
岡
城
主
と
な
る
黒
田
官
兵
衛
孝
高
が
家
老
と
し
て
仕
え
た
城
と
し
て
も

著
名
で
あ
る
。
小
寺
政
職
の
代
に
羽
柴
秀
吉
の
播
磨
攻
略
に
よ
り
、
三
木
城
と

相
前
後
し
て
、　
一
五
八
〇
年

（天
正
８
）
に
落
城
し
た
。

落
城
後
は
廃
城
と
な

り
、
明
治
以
降
本
丸
跡
か
ら
ニ
ノ
丸
跡
に
か
け
て
小
学
校
用
地
と
な
っ
た
。
小

学
校
移
転
後
に
姫
路
市
で
跡
地
の
再
開
発
事
業
が
計
画
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
姫

路
市
教
育
委
員
会
は
昭
和
５２
年
よ
り
計
四
次
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、　
一
四
世
紀
後
半
ｉ

一
六
世
紀
後
半
の
遺
構
及
び
遺
物
が
検
出

さ
れ
た
。　
三
ハ
世
紀
後
半
は
本
格
的
な
城
郭
と
し
て
の
縄
張
り
が
実
施
さ
れ
た

時
期
で
、
井
戸
、
石
組
濤
、
礎
石
建
物
跡
等
が
検
出
さ
れ
た
。
ニ
ノ
丸
跡
中
央

部
で
井
戸
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
井
戸
の
排
水
濤
と
し
て
源
を
発
す
る
石
組
濤
は

途
中
で
複
雑
に
屈
曲
し
、
ニ
ノ
丸
跡
東
北
隅
に
至
っ
て
堀
へ
落
ち
る
。
こ
の
石

組
濤
は
ニ
ノ
丸
跡
の
基
本
的
な
排
水
施
設
と
し
て
で
は
な
く
、
ニ
ノ
九
跡
の
細

か
い
区
割
り
の
機
能
を
も
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石
組
濤
に
そ
っ
て

礎
石
建
物
跡
、
石
組
施
設
、
く
ど
等
が
検
出
さ
れ
、
城
が
計
画
的
に
造
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

木
簡
は
ニ
ノ
丸
跡
中
央
部
の
井
戸
よ
り

一
点
出
土
し
た
。
井
戸
は
石
組
で
内

径
Ｏ

・
九
ｍ
、
深
さ
六

・
五
ｍ
を
測
る
。
基
底
部
は
偏
平
な
石
を
二
段
に
積
み

重
ね
た
堅
固
な
も
の
で
、
不
等
辺
七
角
形
を
呈
す
る
。
上
層
は
石
製
品
、
備
前

焼
、
瓦
、
石
等
で
埋
め
ら
れ
て
い
た
。
下
層
の
泥
土
層
よ
り
木
筒
、
将
棋
駒
、

下
駄
、
櫛
、
備
前
焼
等
が
豊
富
に
出
土
し
た
。
上
層
出
上
の
備
前
焼
参
石
塞
は

一
五
七

一
年

（元
亀
２
）
銘
入
り
の
大
甕

（岡
山
県
立
博
物
館
蔵
）
の
直
前
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
下
層
出
上
の
備
前
焼
と
ほ
と
ん
ど
大
差
の
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
井
戸
の
時
期
が
限
定
さ
れ
る
。

路
　
８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

餌
　

「□
□
十
」
　
　
　
騨］卜巡
］溢
　
ｏ路

９
　
関
係
文
献

融
魏
節
勲

『
御
着
城
跡
発
掘
調
査
概
報
』

一
九
八

一
年

（山
本
博
利
・
秋
枝
　
芳
）

7654321



木

簡

研

究

第
二
号

巻
頭
言
―
―
木
簡
と
墨
書
土
器
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
　
邦
雄

一
九
七
九
年
出
上
の
木
筒

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
官
跡
庭
園
跡

藤
原
官
跡
　
藤
原
京
条
坊
関
連
遺
構
　
長
岡
京
跡
　
平
安
京
左
京

内
膳
町
跡
　
国
府
遺
跡

大
阪
城
三
の
九

全
爪
橋
日
）
遺
跡

木
津

氏
館
跡
　
下
津
城
跡
　
城
山
遺
跡
　
新
倉
館
跡
　
鴨
遺
跡
　
穴
太

遺
跡
　
服
部
遺
跡
　
畑
田
廃
寺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
道
伝
遺
跡

払
田
柵
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
尾
道
市
街
地
遺
跡
　
安
芸
国
分

尼
寺
伝
承
地
　
久
米
窪
田
Ⅱ
遺
跡
　
金
光
寺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡
０

平
城
官
跡

（第
三
二
次
・
第
三
ハ
・
一
七
次
。
第
一
八
次
・
第
二
〇
次
）

周
防
鋳
銭
司
跡

木
簡
と
大
宝
令

中
国
に
お
け
る
雲
夢
秦
簡
研
究
の
現
状

猫
井
遺
跡
出
上
の
木
筒

彙
報

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円

岸
　
　
俊
男

永
田
　
英
正

栄
原
永
遠
男



木

簡

学

会

会

則

第

一
条
　
本
会
は
木
簡
学
会
と
稀
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
は
奈
良
県
内
に
置
く
。

第
三
条
　
本
会
は
木
簡
に
関
す
る
情
報
を
蒐
集

・
整
理
し
、
木
簡
そ
の
も
の
に

つ
い
て
の
研
究

・
保
存
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
の
普
及

を
は
か
り
、
史
料
と
し
て
の
活
用
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
事
業
を
行
な
う
。

１
　
木
簡
に
関
す
る
情
報
の
蒐
集
お
よ
び
整
理

２
　
研
究
集
会
の
開
催

３
　
会
誌

「木
簡
研
究
」
そ
の
他
の
刊
行

４
　
発
掘
調
査
組
織
、
そ
の
他
関
連
す
る
学
会

・
機
関
と
の
連
絡
お

よ
び
協
力

５
　
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
　
木
簡
の
調
査

。
研
究
に
従
事
し
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
は
会

員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
一　
本
会
に
入
会
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
会
員
二
名
の
推
薦
を
必
要
と

し
、
委
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〓
一　
会
員
は
所
定
の
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
費
の
額
は

総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

四
　
会
員
は
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
有
し
、
会
誌
の
配
布
を
う
け
、
そ

の
他
前
条
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
会
員
に
本
会
の
目
的
の
遂
行
を
さ
ま
た
げ
る
行
為
の
あ
っ
た
場
合
に

は
、
委
員
会
は
こ
れ
を
除
箸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
　
本
会
は
次
の
役
員
を
お
く
。

１
　
会
長

一
名

２
　
副
会
長
二
宅

３
　
委
員
若
千
名

４
　
監
事
二
名

第
七
条
　
委
員

・
監
事
は
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
、
任
期
は
二
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
は
さ
ま
た
げ
な
い
。

一
一　
委
員
は
委
員
会
を
組
織
し
、
会
則
に
も
と
づ
き
会
務
を
処
理
す
る
。

〓
一　
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
、
委
員
会
の
互
選
に
よ
る
。
会
長
は
本
会
を

代
表
し
、
会
務
を
総
括
す
る
。
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
す
る
。

四
　
監
事
は
会
計
お
よ
び
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

第
八
条
　
本
会
は
毎
年

一
回
総
会
を
開
く
。

第
九
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
お
よ
び
寄
付
金
を
も
っ
て
あ
て
、
総
会
に
お
い

て
会
計
報
告
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

第
十
条
　
こ
の
会
則
の
変
更
は
総
会
に
お
い
て
議
決
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十

一
条
　
委
員
会
は
会
務
運
営
の
た
め
、
幹
事
若
干
名
を
委
幅
し
、
ま
た
細

則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



彙

報

第
二
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
の
第
二
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会
は
、
一
九
八
〇
年
十
二
月
六
日
、

七
日
の
両
日
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
資
料
館
に
お
い
て
行
な
わ

れ
た
。
研
究
集
会
で
は
藤
原
宮
跡
や
長
岡
京
跡
な
ど
新
出
上
の
木
筒
を
目
の
当

り
に
し
な
が
ら
、
九
名
の
研
究
報
告
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。

総
会
お
よ
び
研
究
集
会
の
概
要
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

◇
十
二
月
六
日

（土
）
年
後

一
時
十
五
分
か
ら

第
二
回
総
会

（議
長
　
山
田
英
雄
氏
）

岸
俊
男
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
平
野
邦
雄
氏
の
推
薦
に
よ
り
山
田
英
雄
氏

を
議
長
に
選
出
し
て
、
議
事
に
入
っ
た
。

会
務
報
告

（田
中
委
員
）

本
学
会
の
一
年
間
の
活
動
と
現
状
と
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
報
告
が

あ
り
、
異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。
会
員
数
は
昨
年
同
時
期
に
比
べ
て

一
六
名

増
の
一
四
〇
名
で
あ
り
、
会
員
名
簿
を
発
行
し
た
こ
と
。
会
誌
二
号
は
七
〇

〇
部
印
刷
し
、
頒
価
は
三
五
〇
〇
円

・
送
料
四
〇
〇
円
と
す
る
こ
と
。
会
誌

創
刊
号
は
五
〇
〇
部
増
刷
し
、
初
版
と
あ
わ
せ
て

一
〇
〇
〇
部
印
刷
し
た
こ

と
。
情
報
収
集
活
動
の
一
還
と
し
て
三
重
県

・
猫
井
遺
跡
に
つ
い
て
栄
原
永

遠
男
氏
に
よ
る
調
査
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
成
果
は
会
誌
二
号
に
収
載
で
き
た

が
、
下
宮
我
遺
跡
に
つ
い
て
も
近
い
将
来
に
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
。

一
九
七
九
年
お
よ
び
八
〇
年
の
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
諸
機
関
の
協
力
に

よ
っ
て
情
報
を
十
分
に
収
集
し
え
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

会
計
報
告

（狩
野
委
員
）

別
紙
の
一
九
七
九
年
度

（
一
九
七
九
年
四
月
！
八
〇
年
三
月
）
の
会
計

に
つ

い
て
の
内
訳
の
説
明
が
あ
り
、
ま
た

一
九
八
〇
年
度
会
計
の
中
間
報
告

（八

〇
年
四
月
ｔ
一
〇
月
末
）
も
行
な
わ
れ
、　
七
九
年
度
会
計
報
告
に
つ
い
て
は
帳

簿
類
に
誤
り
の
な
か
っ
た
旨
の
会
計
監
査

（関
晃
氏
・
土
田
直
鎮
氏
）
報
告
が

行
な
わ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選

会
則
第
七
条
に
も
と
づ
き
、
委
員

（任
期
、
一
九
八
一
年
四
月
１
八
三
年
三

月
）

の
改
選
が
行
な
わ
れ
、
別
掲
の
如
く
現
委
員
の
留
任
と
新
た
に
三
名
を

委
員
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
総
会
の
の
ち
二
時
よ
り
研

究
集
会
が
開
か
れ
た
。

研
究
集
会

（議
長
　
平
野
邦
雄
氏
）

中
国
に
お
け
る
筒
債
研
究
の
位
相
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
温

最
近
の
各
地
遺
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
信

長
岡
京
跡
出
上
の
木
筒
　
　
　
　
　
　
山
中
　
章

。
今
泉
隆
雄

い
ず
れ
も
成
果
は
本
誌
に
収
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◇
十
二
月
七
日

（日
）
午
前
九
時
を
午
後
三
時

研
究
集
会

（議
長
　
早
川
庄
八
氏
・
直
木
孝
次
郎
氏
）
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藤
原
官
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
優

城
山
遺
跡
の
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
坂
鋼
二

城
山
遺
跡
出
上
の
具
注
暦
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
原
秀
三
郎

草
戸
千
軒
町
遺
跡
に
み
る
中
世
木
簡
の
形
態
に
つ
い
て
　
志
田
原
　
重
人

平
城
宮

（京
）
跡
出
上
の
本
筒
　
　
　
　
　
　
　
　
清
田
善
樹

右
の
諸
報
告
に
つ
い
て
も
前
日
同
様
に
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
と
く

に
原
報
告
に
つ
い
て
は
暦
学
の
立
場
か
ら
岡
田
芳
郎
氏
の
発
言
が
あ
り
、

志
田
原
報
告
に
ふ
れ
て
は
岸
俊
男
氏
か
ら
本
誌
の
釈
文
の
表
現
法
に
つ
い

て
の
説
明
と
同
氏
の
私
案
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は

い
ず
れ
も
本
誌
に
収
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
に
大
庭
脩
氏
の
挨
拶
が
あ
り
午
後
三
時
に
閉
会
し
た
。

委
員
会
報
告

◇

一
九
八
〇
年
十

一
月

一
四
日

第
二
回
木
簡
学
会
総
会

・
研
究
集
会
の
日
程
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、
会
誌

二
号
の
編
集
情
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
七
九
年
度
会
計

に
つ
い
て
の
報
告
も
行
わ
れ
た
。
新
規
入
会
申
込
者
と
し
て
三
名
の
入
会
が

承
認
さ
れ
た
。

◇

一
九
八
〇
年
十
二
月
六
日

総
会
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
、
総
会
報
告
の
原
案
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ

れ
た
。
な
お
研
究
集
会
の
終
了
後
の
委
員
会
で
、
次
期
も
引
き
つ
づ
き
岸
俊

男
氏
を
会
長
、
平
野
邦
雄

。
大
庭
脩
両
氏
を
副
会
長
に
互
選
し
た
。

◇

一
九
八
一
年
六
月
四
日

一
九
八
〇
年
度
会
計
報
告
、
会
誌
第
二
号
の
編
集
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、

第
三
回
総
会

・
研
究
集
会
を
十
二
月
五
、
六
日
に
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

資
料
館
講
堂
で
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
新
入
会
員
八
名
が
承
認
さ
れ
た
。

◇

一
九
八
一
年
十
月
二
十
三
日

第
三
回
総
会

・
研
究
集
会
の
日
程
、
会
誌
三
号
の
編
集
、
八

一
年
度
前
年

期
の
会
計
状
況
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
新
入
会
員

一
名
が
承
認
さ
れ
た
。
会
費

滞
納
者
の
問
題
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
た
。
ま
た
会
誌
二
号
を
二
五
〇
部
増
刷

す
る
こ
と
と
し
た
。

木
簡
学
会
　
役
員

会
　
長
　
　
岸
　
　
俊
男

副
会
長
　
　
大
庭
　
　
脩
　
　
　
　
平
野
　
邦
雄

委
　
員
　
　
圭目
本
　
和
夫
　
　
　
　
岩
本
　
次
郎
　
　
　
　
岡
崎
　
　
敬

門
脇
　
祓
二
　
　
　
　
狩
野
　
　
久
　
　
　
　
鬼
頭
　
清
明

佐
藤
　
移不
諄
　
　
　
　
田
中
　
　
琢
　
　
　
　
田
中
　
　
稔

坪
井
　
清
足
　
　
　
　
直
木
孝
次
郎
　
　
　
　
早
川
　
庄
八

原
　
秀
三
郎

監
　
事
　
　
関
　
　
　
晃
　
　
　
　
土
田
　
直
鎮
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